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特
集いよ

い
よ
始
ま
る

む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

ル
ギ
ー
研
究
所
や
食
料
科
学
研
究
所
と

個
別
に
連
携
協
定
を
締
結
し
、
燧
岳
の
地

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
地
元
の
海
産
物

を
活
か
し
た
下
北
プ
ラ
ッ
タ
ー
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
７
月

に
地
域
の
課
題
に
迅
速
・
適
切
に
対
応
し
、

活
力
あ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の
形

成
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
今
後
一
層

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
方
創
生
・
人
材
育
成
へ
寄
与

　　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化

す
る
と
と
も
に
、
高
等
教
育
機
会
の
充
実

や
滞
在
型
学
習
の
支
援
、
産
業
振
興
な

ど
に
関
す
る
事
業
実
施
の
拠
点
と
す
る

た
め
、
昨
年
10
月
に
「
弘
前
大
学
・
青
森

中
央
学
院
大
学　

む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
」を
市
、
弘
前
大
学
、
青
森
中
央

学
院
大
学
の
三
者
共
同
で
設
置
し
、
地
元

企
業
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
市
が
目
指
す

｢

地
方
創
生｣

や
「
地
域
の
人
材
育
成
」等

に
寄
与
で
き
る
事
業
に
取
り
組
む
体
制

を
確
立
し
ま
し
た
。

若
者
が
い
るにぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
へ

　

本
市
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設

置
す
る
こ
と
は
、
県
内
の
ど
の
地
域
よ
り

も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
の
専
門
的
な
知
識
と
学
生
た
ち

の「
若
者
」、「
よ
そ
者
」の
発
想
が
持
ち
込

ま
れ
、
地
域
の
魅
力
や
課
題
を
発
見
し
、

新
し
い
産
業
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
生

ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
大
学
生
が
本
市
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
学
習
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
が
若
者

で
あ
ふ
れ
、
に
ぎ
わ
い
と
活
気
を
生
み
だ

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

弘
前
大
学
・
青
森
中
央
学
院
大
学

両
校
と
連
携
強
化

　

市
で
は
、
青
森
中
央
学
院
大
学
と
平

成
25
年
11
月
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
、
同
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
地
域
の
産
業
振
興
や
人
材
育
成
等
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弘
前
大
学
と
は
、
こ
れ
ま
で
同

大
学
の
研
究
機
関
で
あ
る
北
日
本
新
エ
ネ

弘
前
大
学
学
長　

佐
藤　

 

敬け
い

　

　

こ
の
度
、
む
つ
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
を
設
置
い
た
だ

き
、
青
森
中
央
学

院
大
学
の
方
々
と
共

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
宮
下
市
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
む
つ
市
の
皆
様
に
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
学
に
先
ん
じ
て
む

つ
市
と
の
連
携
を
進
め
て
お
ら
れ
た
青
森
中
央
学
院
大
学
の

方
々
に
は
、
私
共
の
参
加
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
特
に
地
方
の
大
学
に
は
、
地
域
に
貢
献

す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
弘
前
大
学
も
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
若
者
の
地
元
定
着
な
ど
を
通
し

て
、
地
域
活
性
化
の
中
核
的
拠
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
に
貢
献

す
る
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
大
学
教
育
本
来
の
目
的
の
た

め
に
も
、
学
生
が
地
域
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
共
に
学
ぶ
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

む
つ
市
を
は
じ
め
下
北
地
域
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
、
こ

の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
弘
前
大
学
生
に
と
っ
て
貴

重
な
自
主
的
学
修
の
場
と
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
弘
前
大
学
の
職
員
と
学
生
は
、
し
っ
か
り
と
成
果

を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
応
え
て
参

る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２０１６．６ ２０１６．６

　

む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
本
格
始
動
に
当
た
り
、
三
者

の
代
表
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
森
中
央
学
院
大
学
学
長  

花
田 

勝
美

　

昨
年
10
月
ス
タ
ー

ト
し
た
「
む
つ
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
」が
い
よ
い
よ
本

格
始
動
し
ま
す
。
本

事
業
は
、
む
つ
市
、

弘
前
大
学
お
よ
び
青

森
中
央
学
院
大
学
が

連
携
し
て
、
む
つ
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
高
等
教
育
機
会
の
充

実
や
滞
在
型
学
習
、
産
業
振
興
な
ど
に
取
組
み
、
同
市
の「
地

方
創
生
」、「
人
材
育
成
」に
積
極
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

地
方
の
課
題
は
人
口
減
少
下
に
お
け
る
地
域
の
生
き
残
り

で
す
。
昨
年
策
定
さ
れ
た「
む
つ
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」で
は
、「
若
い
世
代
の
人
口
流
出
の
抑
制
」、「
若

い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
実
現
」、「
地

域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
」を
三
つ
の
基
本
的
視
点
と

し
て
掲
げ
、
若
い
世
代
の
定
着
・
定
住
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
こ
と
は
地
元
の
人
が
一
番
知
っ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
県
内
大
学
生
が
地
元
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
を
学
び
、

地
域
で
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
む
つ
市
の
隠
れ
た
地
域
資

源
を
見
つ
け
、
全
国
に
情
報
発
信
し
、
産
業
化
に
つ
な
げ
る

好
循
環
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」は
、
大
学
の
な
い
む
つ

市
に
弘
前
大
学
お
よ
び
青
森
中
央
学
院
大
学
が
設
け
た
キ
ャ

ン
パ
ス
で
す
。
今
後
は
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
特
有
の
機
能
、
若

者
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
情
報
発
信
力
、
大
学
・
研
究
機
関

と
の
共
同
研
究
、
産
業
振
興
へ
の
挑
戦
な
ど
に
取
組
み
、
む

つ
市
の
明
る
い
未
来
を
築
く
拠
点
と
し
た
い
も
の
で
す
。

むつ市
  M U T S U   C I T Y

 いよいよ始まる
むつサテライトキャンパス

特
集

 いよいよ始まる
むつサテライトキャンパス

特
集

（  2  ）（  3  ）

中級
大学一般講義レベル

初級
公民館で実施している

生涯学習・社会教育学習

むつサテライトキャンパスとは？
①箱（キャンパス）をもたない、まっ

たく新しいタイプのサテライト。
②三方を海に囲まれ、下北半島の

最高峰・釜臥山を有し、豊かな自
然に育まれたフィールドすべてが
キャンパスとなる。

③講座や講義を市内公共施設で実
施し、市民のみなさまの教育機会
の充実や両大学の滞在型学習の支
援・留学生交流事業の実施、豊か
な地域資源を活かした産業振興に
取り組む。

上級
大学専攻

講義レベル

平成 27 年 10 月 6 日、弘前大学・青森中央学
院大学・むつ市により、むつ市サテライトキャ
ンパス設置運営に関する覚書締結

むつ市民大学
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弘
前
大
学  

理
事
・
副
学
長  

大
河
原　

隆

む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
所
長

　

事
業
の
実
施
に
よ
せ
て

　

青
函
新
時
代
の
幕
開
け
と

と
も
に
、
若
々
し
く
躍
動
し

始
め
た
む
つ
市
の
地
方
創
生

の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、

大
学
側
の
教
員
・
学
生
も
研

究
や
学
び
の
場
と
し
て
活
用

す
る
い
わ
ば
地
域
協
働
型
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。

　

三
つ
に
大
別
さ
れ
る
事
業
は
十
分
に
検
討
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
む
つ
市
の
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

特
に
高
校
生
向
け
講
座
は
若
者
の
将
来
へ
の
夢
を
育
む
よ
う

な
、
大
学
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
大
学
側
の
資
源
を
積
極
的
に
投
入

し
て
新
し
い
事
業
が
あ
れ
ば
進
め
て
行
く
つ
も
り
で
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

青
森
中
央
学
院
大
学  

教
授  

高
山　

貢

む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
副
所
長

高
校
生
向
け
講
座
講
師

「
高
校
生
向
け
講
座
」の
開
講
に
よ
せ
て

　

む
つ
市
の
人
口
は

２
０
４
０
年
に
約
4
万
2
千

人
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
）、
２
０
１
０

年
に
比
べ
約
2
万
人
減
少
す

る
見
込
み
で
す
。
人
口
減
少

社
会
に
向
け
、
む
つ
市
の
産
業
経
済
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
、「
外
部
環
境
を
変
え
る
こ
と

は
不
可
能
、
だ
か
ら
、
む
つ
市
が
自
ら
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」に
あ
り
ま
す
。
外
部
環
境
に
は
、政
治
、経
済
、社
会
、

技
術
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
具
体
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
年
度
、
私
は
「
む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」で
高
校

生
向
け
公
開
講
座
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
講
座

を
通
じ
て
む
つ
市
の
外
部
環
境
の
変
化
、
特
に
経
済
産
業
分

野
に
つ
い
て
現
状
分
析
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
校
生
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

青
森
中
央
学
院
大
学  

教
授  
井
口  

義
久

経
営
者
向
け
講
座
講
師

「
経
営
者
向
け
講
座
」の
開
講
に
よ
せ
て

　

企
業
は
私
た
ち
の
生
活
に

役
立
つ
新
し
い
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
と
、
所
得
を
も
た
ら
す

こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
企
業
は
絶
え

ず
実
施
す
る
新
規
投
資
の
収

益
性
に
依
存
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
経
営
者
の
仕
事
で
あ
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
ク
ル(

計
画
・
実
行
・
評
価
・
修
正)

を

う
ま
く
回
す
た
め
で
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
企
業
が
投
資
に
よ
る
収
益
性
を
確
保
す
る

こ
と
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
解
れ
ば
よ
い
か
を
ご
案
内
す

る
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
経
営
目
標
と
す
る
目
標
売
上
高

や
目
標
利
益(

率)

を
ど
う
や
っ
て
求
め
れ
ば
よ
い
か
、
な
ど

に
つ
い
て
収
益
性
を
基
礎
と
し
た
入
門
経
営
を
学
習
す
る
も

の
で
す
。

２０１６．６ ２０１６．６

む
つ
市
長  

宮
下  

宗
一
郎

　

い
よ
い
よ
む
つ
市

に
大
学
の
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

　

む
つ
市
の
市
制
史

上
初
の
取
組
み
に
、

私
自
身
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関
が
な
か
っ
た
む
つ

市
に
と
っ
て
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
パ
ス
は
高
度
な
学
習
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
む
つ
市
民
の
み
な
さ
ま
の
学
び
の
機
会
が
増

え
、
む
つ
市
自
ら
が
活
性
化
す
る「
力
」を
得
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
学
生
を
当
市
に
呼
び
こ
み
ま

す
。
若
者
の
流
れ
も
ま
た
、
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
若

者
が
い
る
こ
と
で
活
気
や
賑
わ
い
が
生
ま
れ
、
そ
の
若
者
は

よ
そ
者
の
視
点
に
よ
る
む
つ
市
の
魅
力
や
課
題
を
発
見
し
、

よ
そ
者
の
発
想
で
そ
れ
ら
を
伸
ば
し
解
決
し
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。

　

さ
ら
に
大
学
と
連
携
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
武
器
と
な
り

ま
す
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
へ
の
取
組
み
が
、
よ
り
高
度

な
レ
ベ
ル
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
産
業
の
創
造

も
可
能
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
は
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

成
功
へ
と
導
く
懸
け
橋
と
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

弘
前
大
学
及
び
青
森
中
央
学
院
大
学
の
み
な
さ
ま
に
は
、

む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
と
運
営
に
あ
た
っ
て
、

ご
尽
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
７
月
か
ら
本
格
的
に
始
動
す
る
「
む
つ
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」で
は
、
高
校
生
向
け
講
座
・
経
営
者
向

け
講
座
・
社
会
人
向
け
講
座
の
ほ
か
、
弘
前
大
学
・
青
森

中
央
学
院
大
学
の
学
生
が
む
つ
市
を
訪
れ
、
学
ぶ
滞
在
型

学
習
も
実
施
し
ま
す
。

申
込
み
受
付
開
始

　
　
高
校
生
向
け
講
座
・
経
営
者
向
け
講
座

　

高
校
生
向
け
講
座
は
、
市
内
各
高
校
へ
申
込
書
の
つ
い

た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
者
向
け
講

座
は
、
広
報
む
つ
6
月
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
う
え
、

締
切
日
ま
で
に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
高
校
生
向
け
講
座
　（

17
コ
マ
：
１
コ
マ
90
分
）

　「
く
ら
し
と
地
域
」（
地
域
を
考
え
る
視
点
）

　

高
校
生
に
大
学
の
講
義
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
専
門
的

な
知
識
、
考
え
方
を
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

①「
日
本
の
人
口
構
造
と
む
つ
市
」

②「
産
業
構
造
の
変
化
と
中
小
企
業
」

③「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
見
方
、
む
つ
市
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」

④「
経
済
成
長
と
景
気
変
動
」　

⑤「
家
計
消
費
と
支
出
」

⑥「
む
つ
市
の
雇
用
と
失
業
、
労
働
力
人
口
」

⑦「
金
融
の
仕
組
み
」　

⑧「
財
政
の
仕
組
み
」

⑨「
物
価
、
イ
ン
フ
レ
、
デ
フ
レ
」　

⑩「
為
替
、
株
価
」

⑪
⑫「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
地
域
」

⑬
～
⑰
予
備
講
義
・
レ
ポ
ー
ト
作
成

※
全
17
コ
マ
中
、
12
コ
マ
以
上
出
席
さ
れ
た
方
に
は
、

修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

高
校
生
に
も
大
学
レ
ベ
ル
の
講
座

経
営
者
な
ど
に
は
実
践
講
座
・
両
大
学
生
の
滞
在
型
学
習
も

◎
経
営
者
向
け
講
座（
15
コ
マ
：
1
コ
マ
90
分
）

　「
収
益
性
を
基
礎
と
し
た
入
門
経
営
」

　

若
手
経
営
者
、
金
融
機
関
若
手
従
業
員
等
に
専
門
的
知

識
を
培
っ
て
も
ら
う
た
め
、
大
学
講
義
レ
ベ
ル
の
講
座
を

実
施
し
ま
す
。

①「
シ
ラ
バ
ス
に
よ
る
事
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

②「
経
営
計
画
と
経
営
戦
略
」

③「
収
益
性
指
標
の
体
系
」

④「
見
積
財
務
諸
表
と
収
益
性
指
標
」

⑤
～
⑪「
ラ
ー
メ
ン
店
の
経
営
計
画
１
～
７
」

⑫「
企
業
の
収
益
性
分
析
を
行
う
１
」

⑬「
企
業
の
収
益
性
分
析
を
行
う
２
」

⑭
復
習　

⑮
ま
と
め

※
全
15
コ
マ
中
、
10
コ
マ
以
上
出
席
さ
れ
た
方
に
は
、

修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
社
会
人
向
け
講
座（
10
回
程
度
）

　

地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
専
門
講

座
を
実
施
し
ま
す
。

 （
予
定
）子
育
て
講
座
・ 

介
護
講
座
・ 

防
災
講
座

※
食
や
健
康
に
関
す
る
公
開
講
座
も
企
画
中
で
す
。

◎
滞
在
型
学
習
事
業
の
実
施

　

弘
前
大
学
、
青
森
中
央
学
院
大
学
の

学
生
が
む
つ
市
を
訪
れ
、
恵
ま
れ
た
自

然
や
魅
力
あ
る
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
な

ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
か
し
た
取
り
組

み
や
新
産
業
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
関
係
者
よ
り

 いよいよ始まる
むつサテライトキャンパス

特
集

 いよいよ始まる
むつサテライトキャンパス

特
集

（  4  ）（  5  ）



( 6 )( 7 )

人口 60,168 人 （－ 36 人）
むつ地区 47,095 人 （＋ 20 人）
川内地区 4,166 人 （− 12 人）
大畑地区 7,232 人 （− 31 人）
脇野沢地区 1,675 人 （− 13 人）
世帯数 29,272 世帯 （＋ 56 世帯）

（　 ）内は前月比

市 役 所
か ら の
お 知 ら せ

iinformation

 5 月1日現在 人口・世帯数

※住民基本台帳による

▶市役所本庁舎

  ☎ 0175-22-1111

▶川内庁舎

  ☎ 0175-42-2111

▶大畑庁舎

  ☎ 0175-34-2111

▶脇野沢庁舎

  ☎ 0175-44-2111

▶お問合せメール

　Ｅ info@city.mutsu.lg.jp

▶市ホームページ

　H  http://www.city.mutsu.lg.jp

▶市公式フェイスブック
　　https://www.facebook.com/mutsu.city

市からのお知らせをお伝えしま
す。催し物などは、イベント情
報に掲載しています。

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

「
下
北
創
業
塾
」第
３
期
生
募
集

　

市
で
は
、
大
間
町
・
東
通
村
・
風
間

浦
村
・
佐
井
村
と
連
携
し
、
創
業
・
起

業
を
お
考
え
の
方
や
、
創
業
後
概
ね
５
年

以
内
の
方
を
対
象
と
し
た「
創
業
塾
」を
開

講
し
ま
す
。「
創
業
塾
」は
、
所
定
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
で
、
創
業
時
に
か
か
る
登

録
免
許
税
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
や
、
金
融

機
関
か
ら
の
融
資
条
件
が
緩
和
さ
れ
る
な

ど
の
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〈
い
つ
〉

　

７
月
２
日
・
９
日
・
23
日
・
30
日
、８
月
６
日
、

い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
後
６
時
～
８
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館
１
Ｆ
会
議
室

〈
講
師
〉

　

創
業
支
援
の
専
門
家
（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）　　
　
　

   

鎌
田 

直
人 

氏

〈
受
講
料
〉無
料

問 

産
業
振
興
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
５
３

Ｅm
t-sangyo@

city.m
utsu.lg.jp

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　

を
活
用
し
て
い
ま
す

　

む
つ
市
は
、
大
湊
港
に
所
在
す
る
防
衛
施

設
の
立
地
に
伴
い
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
港
湾
等
の
防
衛
施
設

の
設
置
・
運
用
に
よ
る
周
辺
地
域
に
対
す

る
生
活
環
境
や
開
発
に
及
ぼ
す
影
響
を
考

慮
し
、
特
定
防
衛
施
設
関
連
市
町
村
に
対

し
、
公
共
用
の
施
設
の
整
備
や
生
活
環
境
の

改
善
に
活
用
で
き
る
も
の
と
し
て
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
平
成
27
年
度
の
交
付
金
活
用
状
況
】

◆
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
整
備
事
業

　

１
１
０
０
万
円

◆
金
曲
・
赤
川
町
地
区
排
水
路
整
備
事
業

　

９
０
０
万
円（
基
金
積
立
）

※
平
成
26
年
度
ま
で
の
積
立
分
を
使
っ
た

工
事
５
８
０
０
万
円（
２
９
４
ｍ
）

◆
む
つ
市
消
防
団
消
防
車
両
等
整
備
事
業

　

２
２
０
０
万
円（
基
金
積
立
）

※
平
成
26
年
度
ま
で
の
積
立
分
を
使
っ
た

整
備
３
８
０
万
円
（
消
防
団
車
載
型
デ

ジ
タ
ル
無
線
20
台
な
ど
）

◆
む
つ
市
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

　

４
１
４
９
．
２
万
円（
基
金
積
立
）

◆
む
つ
市
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

　

１
３
９
７
．
５
万
円（
基
金
積
立
）

問 

財
務
課
資
金
企
画
室

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
２
７

川
内
球
場
使
用
中
止
期
間
の
お
知
ら
せ

　

川
内
球
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
に

伴
い
、
球
場
の
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
使
用
で
き
な
い
期
間
〉

６
月
１
日（
水
）
～
７
月
31
日（
日
）

（
工
期
延
長
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

問 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
７
３

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
税
務
課　

夜
間
・
休
日
窓
口
を
開
設

  

市
で
は
、
毎
月
25
日
か
ら
末
日
ま
で
を

納
税
週
間
と
し
て
、
平
日
の
窓
口
業
務
に

加
え
、
夜
間
お
よ
び
休
日
に
収
納
窓
口
を

開
設
し
て
市
税
等
の
納
付
を
受
付
し
て
い

ま
す
。
仕
事
な
ど
で
日
中
に
金
融
機
関
等

で
の
納
付
が
難
し
い
方
は
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
納
税
相
談
も
随
時
行
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
25
日（
土
）
～
30
日（
木
）

　
（
平
日
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分

　
（
土
日
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

〈
ど
こ
で
〉本
庁
舎
税
務
課

問 

税
務
課
収
納
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
３
２

◆
市
県
民
税
な
ど

第
１
期
納
期
限
は
６
月
30
日（
木
）

　

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健

康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
１
期
納
期

限
は
６
月
30
日（
木
）で
す
。

　

納
税
通
知
書
お
よ
び
納
付
書
は
６
月
中

旬
に
お
手
元
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
の

で
、
全
期
一
括
納
付
ま
た
は
第
１
期
分
（
期

別
納
付
）い
ず
れ
か
を
選
択
し
、
各
納
期
限

を
お
確
か
め
の
う
え
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
は
綴
じ
ら
れ
ず
に
１
枚
ず
つ
期

別
ご
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
期
別
の
順
番

を
間
違
う
と
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
の
際
は
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
の
納
期
は
、
６
月
か
ら
翌

年
１
月
ま
で
の
８
期
割
で
す
。
各
月
の
末

日
が
納
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
納
付
書

を
ご
確
認
の
う
え
各
金
融
機
関
や
市
役
所

本
庁
舎
、各
庁
舎
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
書
で
の
納
付
以
外
に
口
座

振
替
や
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付
も
あ

り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
、
税
務
課
お
よ

び
川
内
・
大
畑
・
脇
野
沢
庁
舎
管
理
課
窓

口
、市
内
金
融
機
関
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
の
際
は
通
帳
・
通
帳
の
届
出

印
・
納
税
通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

組
合
へ
の
加
入
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
納
税
管
理
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
５
３

◆
税
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健

康
保
険
税
は
、
み
な
さ
ん
の
前
年
の
収
入

金
額
な
ど
を
も
と
に
適
正
に
課
税
し
て
い

ま
す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
著
し
く
資
力

を
失
い
、
税
金
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た

方
の
救
済
の
た
め
に
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
。

〈
減
免
の
対
象
と
な
る
理
由
〉

・
特
別
な
事
情
で
所
得
や
資
産
が
著
し

く
減
少
し
た
と
き　

・
医
療
費
が
激
増
し
た
と
き　

・
災
害
な
ど
に
よ
り
財
産
を
失
っ
た
と

き
な
ど

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

　

な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
で
納
税
が
困
難
に
な
っ

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
第
24
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
、
平
成
28
年
７
月
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
期
日
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
Ｍ
ア
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
次
回
の
広
報
む
つ

で
詳
し
い
選
挙
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
３
３
１
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

　
　
　

本
庁
舎
・
大
畑
庁
舎
は
予
約
制

　

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）の
交
付
準
備
が
整
い
し

だ
い
、順
次
申
請
さ
れ
た
方
に
ハ
ガ
キ（
交

付
通
知
書
）で
通
知
し
ま
す
。

　

交
付
場
所
が
本
庁
舎
お
よ
び
大
畑
庁

舎
と
明
記
さ
れ
て
い
る
方
は
、
カ
ー
ド
の

受
取
が
「
事
前
予
約
制
」と
な
り
ま
す
の

で
、
お
電
話
で
カ
ー
ド
の
受
取
日
時
の
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
交
付
に
は
１
枚
に
つ
き
30
分

ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

カ
ー
ド
受
取
の
際
は
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ

キ
を
よ
く
ご
確
認
の
う
え
、
受
取
に
必
要

な
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
担
当

　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
１
２

　

 
各
庁
舎
市
民
生
活
課

む
つ
市
長
期
総
合
計
画
策
定
市
民
会
議

参
加
者
募
集

　

市
で
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
「
む
つ
市
長
期
総
合
計
画
」の

策
定
に
当
た
り
、
市
民
会
議
を
開
催
し
ま

す
。

　

こ
の
会
議
は
、
む
つ
市
の
将
来
像
や
そ

の
実
現
に
必
要
な
取
組
に
つ
い
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
検
討
の
う
え
、
ご
提

案
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
高
校
生
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く

の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

〈
い
つ
〉

　

６
月
11
日
、
７
月
２
日
・
16
日
・
30
日

　

い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時（
予
定
）

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
展
示
ホ
ー
ル

※
事
前
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
に
お
越    

　

し
く
だ
さ
い
。

問 

総
合
戦
略
課

　
　
　

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
８
１
４

　
　

 

F
０
１
７
５

−

２
３

−

４
１
０
８

　
　

 

Ｅsenryaku@
city.m

utsu.lg.jp

太
陽
の
恵
み

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
補
助

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
一
因
と
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
抑
制
と
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
へ
向
け
、
個
人
住
宅
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
方
に

５
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

　

な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
期
間
〉

　

５
月
25
日（
水
）
～
６
月
24
日（
金
）　

〈
定
員
〉７
名（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問 

企
画
調
整
課
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
担
当

　
　
　

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
３
３

創
業
・
起
業
を
支
援

　
　
　

む
つ
市
創
業
相
談
ル
ー
ム
開
設

　
「
創
業
・
起
業
を
し
た
い
が
ど
の
よ
う

な
相
談
か
ら
は
じ
め
た
ら
い
い
の
か
」か
ら

「
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
の
よ
う
な
商
売
を

考
え
て
い
る
」と
い
っ
た
ご
相
談
ま
で
対
応

す
る
む
つ
市
創
業
相
談
ル
ー
ム
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

む
つ
市
創
業
相
談
ル
ー
ム
は
、
国
の
認

定
を
受
け
た
事
業
で
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
こ
と
で
、
創
業
時
融
資
条
件
が
緩
和

さ
れ
る
措
置
や
登
録
免
許
税
の
軽
減
が
受

け
ら
れ
る
な
ど
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉毎
月
第
１
・
第
３
木
曜

　
　

   

午
前
10
時
～
午
後
５
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館
１
Ｆ
会
議
室

問 

産
業
振
興
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
５
３

２０１６．６ ２０１６．６

information陸奥覧 健康 消費生活図書館国際交流 特集

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

ＱＲコード

詳しくは
　　こちら

4 月号各地区の人口（3月１日現在）に誤りがありました。
ただしくは、川内地区 4,213人、大畑地区7,328 人、脇野沢地区1,703人でした。



( 8 )( 9 )

た
場
合
は
、
お
早
め
に
市
税
務
課
ま
た
は
各

庁
舎
管
理
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
は
納
付
書
が
お
手
元
に
届

き
次
第（
６
月
中
旬
頃
）受
付
け
し
ま
す
。

問 

税
務
課
市
民
税
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
１
５

◆
住
宅
の
改
修
・
新
築
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

　

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
、サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
、

耐
震
改
修
を
行
な
っ
た
場
合
、
固
定
資
産

税
の
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
要
件
や
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、
市                 

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
２
５

弘
前
大
学
生
涯
学
習
講
演
会

　〈
ど
こ
で
・
ど
ん
な
〉

①
み
ど
り
の
さ
き
も
り
館

　
「
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　

育
成
を
目
指
し
て
」

講
師 

弘
前
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

准
教
授 

藤
田 

昇
治 

氏

②
図
書
館
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

　「
地
域
包
括
ケ
ア
の
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　

家
族
介
護
を
考
え
る
」

講
師 

弘
前
大
学
保
健
学
研
究
科

　

教
授 

木
立 

る
り
子 

氏

※
い
ず
れ
も
約
90
分

〈
い
つ
〉

①
６
月
18
日（
土
）午
後
２
時
30
分
～

②
７
月
2
日（
土
）午
後
３
時
～

〈
受
講
料
・
定
員
〉無
料
・
①
30
名
②
80
名

※
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
・
高
校
生

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
単
位
認

定
講
座
で
す
。
事
前
申
込
み
不
要
で
、

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
３
１
４
４

第
24
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

選
手
選
考
記
録
会

　

９
月
４
日
（
日
）に
青
森
市
で
開
催
さ
れ

る
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
す
る

選
手
を
市
民
の
中
か
ら
広
く
募
集
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
25
日（
土
）午
後
４
時
～

〈
ど
こ
で
〉む
つ
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

〈
種
目
〉

・
男
子（
高
校
生
以
上
）５
０
０
０
ｍ

・
中
学
男
子
、
女
子（
中
学
生
以
上
）３
０
０
０
ｍ

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

　

な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
７
２

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
変
更

◆
桜
木
町　

石
澤
誠
造

　
　

む
つ
市
桜
木
町
13
番
40
号

(
29

−

１
３
１
３

◆
仲
崎（
新
道
東
）　

濱
中
久
子

　
　

む
つ
市
川
内
町
川
内
４
３
７
番
地
1

(
42

−

３
２
４
７

問 

児
童
家
庭
課
青
少
年
・
社
会
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
１
２

６
月
１
日　

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
　

各
地
区
で
特
設
人
権
相
談（
無
料
）

　

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
の
に
ち
な
み
、
こ
の

日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
定
め
、
各

地
区
で
特
設
人
権
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

身
近
な
困
り
ご
と
や
、
こ
れ
は
人
権
問
題

な
の
か
な
と
思
っ
た
り
、
ど
こ
に
相
談
し

て
い
い
の
か
判
ら
な
い
時
は
、
ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
会
場
も
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
１
日（
水
）

　

 

※
大
畑
地
区
の
み
６
月
９
日（
木
）

　
　

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉

　
（
む
つ
地
区
）か
さ
ま
い
館
１
階
会
議
室

　
（
川
内
地
区
）川
内
庁
舎
会
議
室

　
（
大
畑
地
区
）大
畑
庁
舎
第
２
会
議
室

　
（
脇
野
沢
地
区
）脇
野
沢
庁
舎
相
談
室

問 

市
民
連
携
課
広
聴
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
１
５
４

　

各
庁
舎
管
理
課　

小
型
家
電
、
衣
類
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
加
設
置

　

小
型
家
電
や
再
利
用
可
能
な
衣
服
の

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
追
加
設
置
し
ま
し
た
。

◆
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

・
市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
各
庁
舎

・
中
央
公
民
館（
追
加
）

・
図
書
館（
追
加
）

◆
衣
類
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

・
市
役
所
本
庁
舎

・
市
役
所
各
庁
舎（
追
加
）

　

閉
庁
日
お
よ
び
閉
館
日
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
６
２

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

〈
募
集
す
る
市
営
住
宅
〉

◆
緑
町
団
地 （
耐
火
構
造
３
階
建 

１
戸
）

家
賃
１
万
３
２
０
０
円
～
２
万
５
９
０
０
円

◆
緑
町
団
地 （
木
造
平
屋
建
１
戸
）

家
賃
１
万
６
９
０
０
円
～
３
万
３
２
０
０
円

◆
川
内

　
木
団
地 （
木
造
２
階
建
１
戸
）

家
賃
１
万
９
６
０
０
円
～
３
万
８
４
０
０
円

〈
募
集
期
間
〉

　

６
月
13
日（
月
） ～
24
日（
金
）

※
土
日
は
除
く

〈
入
居
予
定
日
〉８
月
１
日（
月
）

※
物
件
の
詳
細
、
条
件
等
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

建
築
住
宅
課
住
宅
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
７
５
８

経
済
セ
ン
サ
ス ｰ 

活
動
調
査
実
施

　

平
成
28
年
６
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し

て
全
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
今
回
か
ら
、
紙
の
調
査
票
の
ほ

か
全
て
の
事
業
所
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
の
経
済
力
を
知
る
重
要
な
調
査
で
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
調
査
票
の
配
布
〉

　

５
月
31
日
（
火
）ま
で
に
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
。

問 

企
画
調
整
課
統
計
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
１
７

動
物
駆
逐
用
煙
火
消
費
保
安
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
被
害
を
防

止
す
る
目
的
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
動
物

駆
逐
用
花
火
を
使
用
す
る
際
に
は
、
年
１

回
、
保
安
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
が
火
薬

類
取
締
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
北
地
区
に
お
い
て
、
講
習
会
を
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
の
で
、
受
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
期
限
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
受
講
証

明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
24
日（
金
）午
前
10
時
～

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
受
講
料
・
定
員
〉無
料
・
30
名
程
度

〈
申
込
締
切
〉６
月
17
日（
金
）

問 

農
林
畜
産
振
興
課
畜
産
鳥
獣
対
策
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
２
４

む
つ
市
少
年
指
導
員
活
動
中

　　

市
で
は
、
少
年
指
導
員
と
し
て
60
名

を
委
嘱
し
、
月
に
10
回
程
度
、
主
に
土
・

日
・
祝
日
に
街
頭
指
導
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
非
行
防
止
と
、
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
所
を

中
心
に
巡
回
し
て
い
る
ほ
か
、
各
種
祭

典
期
間
中
も
巡
回
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

児
童
家
庭
課
青
少
年
社
会
担
当

　
　

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
１
３

大
畑
地
区 

障
が
い
福
祉
相
談
会

　

大
畑
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
で
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
や
そ
の
ご
家
族
の
方
、
ま

た
、
障
が
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
ご

心
配
な
方
な
ど
を
対
象
に
、
市
で
委
託
し

て
い
る
相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
支
援
専

門
員
に
よ
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
将

来
へ
の
不
安
な
ど
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

２０１６．６ ２０１６．６

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

常時街頭指導 97 回

特別街頭指導 23 回

街頭指導への参加人数（延べ） 362 名

指導件数 7 件

平成 27 年度の活動状況

〈
い
つ
〉８
月
23
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉大
畑
庁
舎

〈
ど
ん
な
〉

　

相
談
支
援
専
門
員
に
よ
る
個
別
相
談

問 

障
害
福
祉
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
９
５

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
・
更
生
相
談

　

身
体
障
害
者
の
巡
回
診
査
お
よ
び
更

生
相
談
を
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
実
施
日
前

日
ま
で
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

 

・
再
認
定
の
通
知
を
受
け
た
方

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
新
規
に
受

け
た
い
方

 

・
障
が
い
の
程
度
や
等
級
が
変
わ
っ
た
と

思
わ
れ
る
方

 

・
義
肢
や
装
具
等
の
補
装
具
の
交
付
お
よ

び
再
交
付
、
ま
た
は
修
理
を
必
要
と
す

る
方

〈
い
つ
〉７
月
４
日（
月
）

          

受
付
時
間 

午
前
９
時
～
11
時

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館

〈
持
参
す
る
も
の
〉　

・
印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳（
所
有
者
の
み
）

〈
そ
の
他
〉

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
新
規
に

受
け
た
い
方
で
、
脳
血
管
障
害
（
脳
梗
塞

等
）の
場
合
は
、
検
査
が
必
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
診
査
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
骨
格
構
造
義
肢
お
よ
び
電

information陸奥覧 健康 消費生活図書館国際交流 特集



( 1 0 )( 1 1 )

動
車
い
す
や
基
準
外
等
の
補
装
具
の
場

合
、
そ
の
場
で
判
定
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

障
害
福
祉
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
９
５

介
護
予
防
講
演
会

～
音
楽
の
力
で
認
知
症
予
防
～

　

音
楽
の
持
つ
力
が
健
康
の
回
復
や
向
上

に
役
立
ち
、
介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
に

つ
な
が
る
と
し
て
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
の
講

演
に
加
え
、
実
際
に
音
楽
を
楽
し
み
な
が

ら
脳
の
機
能
を
活
性
化
さ
せ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
、
タ
オ

ル
１
本
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
〉65
歳
以
上
の
方（
各
回
定
員
40
名
）

◆
む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
い
つ
〉６
月
23
日（
木
）

　
　

   

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
中
央
公
民
館

〈
い
つ
〉６
月
29
日（
水
）

　
　

   

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
ふ
れ
あ
い
か
ん

〈
い
つ
〉６
月
23
日（
木
）

　
　

   

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

〈
い
つ
〉６
月
29
日（
水
）

　
　

   

午
後
２
時
～
３
時
30
分

〈
講
師
〉

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
森
音
楽
療
法
研
究
会

　

日
本
音
楽
療
法
学
会
認
定
音
楽
療
法
士

　

佐
々
木 

純
子 

氏

〈
申
込
方
法
〉

　

お
電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
各
会
場
と
も
定
員
に
な
り
次
第

締
切
と
な
り
ま
す
。

問 

介
護
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当

　
　
　

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
６
６

後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
の
た
め
、
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
健
康
診
査
は
年
に
１
回
無
料
で
受
診

で
き
ま
す
。（
が
ん
検
診
等
と
併
せ
て
受

診
す
る
際
は
、
別
途
費
用
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

〈
対
象
者
〉75
歳
以
上
の
方

（
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方
は
65
歳
以
上
）

〈
自
己
負
担
額
〉無
料

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉　

①
集
団
健
診

　

地
域
の
主
な
会
場
で
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
土
日
の
健
診
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は「
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

②
個
別
健
診

　

む
つ
総
合
病
院
、
む
つ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
、
三
上
医
院
、
田
村
胃
腸
科

内
科
医
院
、
村
中
内
科
・
心
療
内
科
医
院
、

国
民
健
康
保
険
川
内
診
療
所
、
前
田
内
科

医
院
、
国
民
健
康
保
険
大
畑
診
療
所
、
み

ち
の
く
ク
リ
ニ
ッ
ク

〈
健
診
内
容
〉

　

問
診
、
身
体
計
測（
身
長
、
体
重
）、
血

圧
、
血
中
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
腎

機
能
検
査
、
血
糖
検
査
、
尿
検
査
、
貧
血

検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

※
眼
底
検
査
は
個
別
健
診
で
は
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
。

〈
申
込
方
法
〉

　

お
電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
受
診
前
に
問
診
票
を
お
送
り
し

ま
す
。

〈
申
込
〉健
康
推
進
課
保
健
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
７
５

問 

国
保
年
金
課
年
金
・
後
期
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
４
５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
に
関
す
る

　
　
　
　
　「
運
営
懇
談
会
」委
員
公
募

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
に
関

す
る
運
営
懇
談
会
委
員
を
公
募
し
て
い
ま

す
。

　

詳
細
は
、
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問 

国
保
年
金
課
年
金
・
後
期
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
４
５

高
齢
者
用
杖お

よ
び
投
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
給
付

　

市
で
は
、
一
般
社
団
法
人
公
済
会
様
よ

り
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
高
齢
者
用
杖
お

よ
び
投
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
の
給
付
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
お
１
人
様
１
度
の
給
付
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

ミ
ニ
健
診
申
込
み
受
付
中

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
３
０
０
ポ
イ
ン
ト

　

19
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
限
定
の
健
康

診
査
で
す
。
１
時
間
程
度
で
全
て
の
検
査
が

終
わ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
健
康
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ミ
ニ
健
診
は
事
前
の

申
込
み
が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
・
定
員
〉

　

地
域
の
主
な
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　

会
場
に
よ
っ
て
受
付
時
間
、
定
員
等
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
「
健
康
づ
く

り
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
健
診
内
容
〉

　

身
長
、
体
重
、
腹
囲
、
血
圧
、
血
液
検
査
、

尿
検
査

〈
料
金
〉５
０
０
円

問
健
康
推
進
課
保
健
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
７
２

赤
ち
ゃ
ん
教
室

　
　
　
　
　
　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
心
の
成
長
」

　

体
と
共
に
成
長
し
て
い
く「
心
の
成
長
」に

は
何
が
必
要
な
の
か
？ 

小
児
科
の
先
生
が

楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。
講

話
終
了
後
に
は
、
身
体
計
測
も
行
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
16
日（
木
）午
後
２
時
～
受
付

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
対
象
〉１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〈
持
ち
物
〉

　

母
子
手
帳
、
計
測
希
望
の
方
は
バ
ス
タ

オ
ル

問
健
康
推
進
課
保
健
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
７
８

安
渡
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
ラ
ッ
ピ
ン
グ
教
室（
先
着
20
名
）

〈
い
つ
〉６
月
11
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

〈
ど
ん
な
〉

　

基
本
の
包
み
方
と
リ
ボ
ン
の
か
け
方 

等

◆
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室（
先
着
20
名
）

〈
い
つ
〉６
月
25
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

〈
ど
ん
な
〉簡
単
な
動
物
な
ど
の
作
り
方 

等

〈
申
込
〉

　

い
ず
れ
も
６
月
１
日（
水
）午
前
10
時
か

ら
申
込
み
受
付
開
始

問 

北
の
防
人
大
湊　

安
渡
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
29

−

３
１
０
１

Ｅandokan@
uspot.jp

公
民
館
か
ら
市
民
大
学
の
お
知
ら
せ

【
公
開
講
座
】

〈
い
つ
〉６
月
23
日（
木
）

　
　

   

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

〈
ど
ん
な
〉特
別
記
念
講
演

「
肩
の
凝
ら
な
い
生
命
の
科
学
」

　

青
森
中
央
学
院
大
学
学
長　花

田
勝
美 

氏

※
受
講
登
録
し
て
い
る
方
を
対
象
に
バ
ス

が
運
行
さ
れ
ま
す
。
ご
利
用
希
望
の
方

は
、
各
公
民
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
市
民
大
学
で
は
、
受
講
登
録
者

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
公
開
講
座

は
、
市
民
大
学
登
録
者
以
外
の
方
で
も

聴
講
で
き
ま
す
。
市
民
大
学
は
、「
あ

お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」の
認
定
講
座

で
す
。

【
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
】

　

６
月
７
日（
火
）午
前
８
時
30
分
か
ら
お

電
話
の
み
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

◆
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉

７
月
6
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
の
水
曜

日
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

〈
ど
ん
な
〉初
歩
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

〈
定
員
・
教
材
費
〉10
名
・
無
料

〈
準
備
す
る
も
の
〉筆
記
用
具

◆
パ
ン
屋
さ
ん
が
教
え
る
美
味
し
い
パ
ン
つ
く
り

〈
い
つ
〉

６
月
22
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
の
水
曜
日

午
前
９
時
～
正
午

〈
定
員
・
教
材
費
〉16
名
・
２
０
０
０
円

〈
準
備
す
る
も
の
〉

２０１６．６ ２０１６．６

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
数
枚

◆
介
護
状
態
を
事
前
に
防
ぐ
！
な
る
ま
え
運
動

〈
い
つ
〉

　

６
月
22
日
、
７
月
13
日
、
８
月
10
日
、

９
月
14
日
、
10
月
12
日　

　

い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
前
10
時
～
正
午

〈
定
員
・
教
材
費
〉20
名
・
無
料

◆
郷
土
史（
川
内
の
人
物
を
学
ぶ
）

〈
い
つ
〉

７
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
火
曜
日
、

午
後
１
時
～
４
時

〈
ど
こ
で
〉川
内
公
民
館

〈
定
員
・
教
材
費
〉20
名
・
無
料

〈
準
備
す
る
も
の
〉筆
記
用
具

問 

中
央
公
民
館 

(
24

−

１
２
２
４

【
大
畑
地
区
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
】

◆
大
畑
探
訪「
悠
久
の
歴
史
を
訪
ね
て
」

〈
い
つ
〉

　

６
月
23
日
、
７
月
14
日
、
８
月
25
日
、

９
月
８
日
、
10
月
13
日
、
11
月
10
日

　

い
ず
れ
も
木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

〈
定
員
・
教
材
費
〉20
名
・
無
料

◆
陶
芸
教
室

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

　

６
月
24
日 

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時

　

五
所
川
原
市（
津
軽
金
山
焼
）

　

７
月
15
日
、
８
月
26
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
３
時

川
内
地
区（
宇
賀
焼
）

い
ず
れ
も
金
曜
日

〈
定
員
・
教
材
費
〉20
名
・
実
費

問 

大
畑
公
民
館 

(
34

−

２
３
２
１

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

◆
杖（
伸
縮
式
）

〈
対
象
〉

　

65
歳
以
上
で
歩
行
に
障
が
い
の
あ
る
方

◆
投
薬
カ
レ
ン
ダ
ー

（
１
日
４
回
の
薬
を
１
週
間
分
収
納
で

き
る
壁
掛
け
タ
イ
プ
）

〈
対
象
〉

認
知
症
な
ど
に
よ
り
投
薬
日
の
把
握
が

困
難
な
方

〈
給
付
場
所
〉

介
護
福
祉
課
お
よ
び
各
庁
舎
市
民
生
活
課

問 

介
護
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
６
４

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F
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電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り

　

時
代
に
即
し
た
地
域
社
会
を
作
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
常
に
新
し
い『
情
報
』を
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
（
一
財
）電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で

は
、
全
国
の
電
源
地
域
（
発
電
所
に
関
わ

る
市
町
村
）を
対
象
に
、
長
期
的
・
自
立

的
な
振
興
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

研
修
は
、
最
新
の
情
報
・
知
識
を
持
っ

た
講
師
陣
に
よ
る
講
義
、
先
進
地
で
の
生

の
声
が
聞
け
る
現
地
視
察
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
東
京
研
修

〈
ど
ん
な
〉

・
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
自
治
体
経
営

を
進
め
る
た
め
に（
７
月
）

・
企
業
誘
致
に
よ
る
地
域
活
性
化
策
を

学
ぶ（
10
月
）

・
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
地
方
創
生

の
カ
ギ（
11
月
）

・
地
域
農
業
の
活
性
化
策
を
学
ぶ
（
平
成

29
年
１
月
）

・
地
域
の
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援

（
平
成
29
年
２
月
）

〈
ど
こ
で
〉電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

〈
参
加
費
・
定
員
〉１
～
２
万
円
・
各
20
名

◆
海
外
研
修

〈
ど
ん
な
〉

・
ス
ペ
イ
ン
の
電
力
事
情
を
学
ぶ

（
10
月
）※
８
日
間

〈
ど
こ
で
〉ス
ペ
イ
ン

〈
参
加
費
・
定
員
〉80
万
円（
概
算
）・
10
名

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は（
一
財
）電
源
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
参
加
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 
む
つ
市 
財
務
課
資
金
企
画
室

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
２
７

自
動
車
税
の
納
付
を
お
早
め
に

納
期
限
は
６
月
30
日（
木
）

　

自
動
車
税
は
、
下
北
地
域
県
民
局
県
税

部
窓
口
、
金
融
機
関
お
よ
び
お
近
く
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
で
き

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

は
、
休
日
・
夜
間
で
も
納
付
で
き
ま
す
が
、

納
期
限
を
経
過
し
た
と
き
は
取
扱
い
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
を

守
っ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納

付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
納
付

の
手
続
き
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
で

「Yahoo! 

公
金
支
払
い
」の
サ
イ
ト
か
ら

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
納
付

番
号
」、「
確
認
番
号
」や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
番
号
等
を
入
力
し
て
行
い
ま
す
。（
１

件
に
つ
き
決
済
手
数
料
３
２
４
円（
税
込
）

が
か
か
り
ま
す
。）

　

納
税
通
知
書
に
つ
い
て
い
る
納
税
証
明

書
は
、
車
検
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
車
検
証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

問 

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

☎
22

−

８
５
８
１
内
線
２
１
０

青
森
県
弁
護
士
会  

無
料
電
話
相
談

◆
女
性
の
権
利
問
題（
離
婚
・
Ｄ
Ｖ
等
）

〈
い
つ
〉６
月
23
日（
木
）午
後
１
時
～
４
時

問 

青
森
県
弁
護
士
会
事
務
局 

　

 

☎
０
１
７

−

７
７
７

−

７
２
８
５

明
日
を
守
る   

人
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
官
募
集

〈
試
験
区
分
〉警
察
官
Ｂ

〈
受
付
期
間
〉

　

７
月
15
日（
金
）
～
９
月
２
日（
金
）

〈
第
１
次
試
験
日
〉

　

９
月
25
日（
日
）

　

青
森
市
・
八
戸
市
・
弘
前
市

〈
そ
の
他
〉

　

詳
細
は
、
試
験
案
内
（
申
込
書
）を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
警
察
署 

(
22

−

１
３
２
１

Hhttp://w
w

w
.police.pref.aom

ori.jp/

陸
海
空
自
衛
官
候
補
生
募
集

〈
受
付
期
間
〉

　

６
月
10
日（
金
）ま
で（
締
切
日
必
着
）

〈
応
募
資
格
〉

　

平
成
28
年
10
月
１
日
現
在
で
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
男
子

〈
試
験
日
〉６
月
18
日（
土
）

〈
試
験
場
所
〉青
森
駐
屯
地
、
八
戸
駐
屯
地

〈
試
験
〉

　

筆
記
試
験（
国
語
、
数
学
、
社
会
お
よ

び
作
文
）、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
お
よ

び
身
体
検
査

 

問 

自
衛
隊
む
つ
地
域
事
務
所

☎
22

−

７
４
８
４

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

受
講
者
募
集

　

消
防
法
に
よ
り
、
収
容
人
員
が
10
人
以

上
と
な
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
や
30
人
以
上
と
な

る
集
会
所
、
飲
食
店
、
店
舗
、
旅
館
、
ホ

テ
ル
等
、
ま
た
は
50
人
以
上
と
な
る
共
同

住
宅
、
学
校
、
工
場
、
事
務
所
等
で
は「
防

火
管
理
者
」を
必
ず
選
任
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

下
北
広
域
消
防
本
部
で
は
「
防
火
管
理

者
」の
資
格
取
得
講
習
会
（
甲
種
）を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉７
月
21
日（
木
）・
22
日（
金
）

　
　

   

午
前
９
時
20
分
～
午
後
４
時
10
分

（
２
日
間
で
資
格
取
得
）

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
視
聴
覚
教
室

〈
受
講
資
格
〉

　

防
火
対
象
物
の
関
係
者
で
、
管
理
的

ま
た
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
っ
て
、
現

在
防
火
管
理
者
の
資
格
を
有
し
て
い
な

い
方
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
じ
て
消
防
機

関
が
必
要
と
認
め
た
方
と
し
ま
す
。

〈
受
講
料
〉無
料

（
参
考
図
書
代
と
し
て
４
５
０
０
円
）

〈
定
員
〉65
名（
先
着
）

〈
申
込
期
間
〉

　

６
月
10
日（
金
）
～
30
日（
木
）

※
受
講
の
申
込
書
は
、
最
寄
り
の
消
防
署

お
よ
び
消
防
分
署
に
あ
り
ま
す
。

問 

消
防
本
部
予
防
課 

(
22

−

４
１
９
６

　

 

む
つ
消
防
署 

(
22

−

１
６
８
０

　

 

川
内
消
防
分
署 

(
42

−

３
２
１
５

　

 

脇
野
沢
消
防
分
署 

(
44

−

２
０
２
０

　

 

大
畑
消
防
署 

(
34

−

２
２
３
３

　

 

大
湊
消
防
署 

(
24

−

２
０
９
１

む
つ
下
北
歯
科
医
師
会

歯
の
な
ん
で
も
無
料
健
康
相
談

 　

６
月
４
日
か
ら
10
日
は
『
歯
と
口
の
健

康
週
間
』で
す
。
む
つ
下
北
歯
科
医
師
会
で

は
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て『
歯
の
無
料
健
康
相

談
・
無
料
歯
科
健
診
・
無
料
フ
ッ
素
塗
布
』

を
行
い
ま
す
。

　

歯
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方

（
む
し
歯
・
入
れ
歯
が
あ
わ
な
い
・
歯
が
ぐ

ら
ぐ
ら
す
る
・
口
臭
・
顎
関
節
症
等
）、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
歯
に
つ
い
て

の
最
新
の
情
報
を
得
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で

も
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉６
月
４
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
集
会
室
１

〈
ど
ん
な
〉

・
無
料
フ
ッ
素
塗
布

・
歯
の
な
ん
で
も
無
料
健
康
相
談

・
無
料
歯
科
健
診

・
歯
に
よ
い
お
や
つ
の
試
食
会

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
歯
ブ
ラ
シ
の
配
布

・
お
口
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

・
パ
ネ
ル
展
示

※
無
料
フ
ッ
素
塗
布
希
望
の
方
は
、
歯
み

　

が
き
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
下
北
歯
科
医
師
会

 

(
22

−
８
２
０
０（
午
前
９
時
～
午
後
３
時
）

む
つ
ろ
う
あ
協
会

手
話
講
習
会（
市
支
援
事
業
）

　

手
話
は
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
の
「
こ
と

ば
」で
す
。
あ
な
た
も
手
話
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？ 

事
前
申
込
み
不
要
。
会
場

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

　

 

７
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
、

８
月
３
日
・
24
日
・
31
日
、
９
月
７
日
・

14
日
・
28
日 

い
ず
れ
も
水
曜
日

午
後
７
時
～
（
受
付
６
時
30
分
～
）

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館 

研
修
室
３

〈
受
講
料
〉無
料（
テ
キ
ス
ト
は
自
己
負
担
）

問 

む
つ
ろ
う
あ
協
会
事
務
局

　
　

F
34

−

５
２
６
４

 　

手
話
サ
ー
ク
ル
ほ
ほ
え
み

　
　
　
　
　
　
　
　

   

(
23

−

７
０
８
８

長
野
五
輪
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　

野
澤
英
二
氏　

講
演
会

〈
い
つ
〉６
月
24
日（
金
）

　
　

  

午
前
10
時
～
11
時
45
分

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
期
間
〉６
月
９
日（
木
）ま
で

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

下
北
教
育
事
務
所

(
22

−

８
５
８
１
内
線
３
０
１

F
23

−

８
６
０
９

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

目
の
見
え
方
等
に
関
す
る
相
談
教
室

　

目
の
見
え
方
で
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？　

ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保

護
者
、
担
任
の
先
生
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

　

６
月
か
ら
１
月
ま
で
の
第
１
木
曜
日

（
11
月
、
12
月
を
除
く
）、
12
月
８
日
（
第

２
木
）お
よ
び
１
月
６
日（
金
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

〈
ど
ん
な
〉

　

見
え
に
く
さ
へ
の
対
処
、
見
え
方
に
配

慮
し
た
遊
ば
せ
方
や
育
て
方
、
学
級
に
お

け
る
指
導
方
法
、
生
活
に
活
用
で
き
る
便

利
グ
ッ
ズ
の
紹
介
等

※
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問 

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
青
森
県
立
盲
学
校
）

　

 

(
０
１
７

−

７
２
６

−

２
２
３
９

（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

県
立
保
健
大
学
公
開
講
座（
第
３
回
）

　

下
北
文
化
会
館
で
開
催（
定
員
80
名
）

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉６
月
18
日（
土
）

①
午
後
１
時
～

　
『
骨
の
理
解
と
改
善
』

②
午
後
２
時
20
分
～

　
『
ケ
ア
す
る
人
の
健
康
を
守
る

　

～
家
族
介
護
者
の
健
康
管
理
～
』

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
大
集
会
室

〈
申
込
方
法
〉

　

６
月
10
日（
金
）ま
で
に
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
、
第
３
回
希
望
と
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、

F
A
X
、
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
決
定
の
通
知

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
、
直
接
会
場
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
連
絡
し
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

　

終
了
後
、
午
後
３
時
30
分
か
ら
同
会
場

に
て
進
学
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

問 

〒
０
３
０

−

８
５
０
５

　

青
森
市
浜
館
間
瀬
58

−

１

青
森
県
立
保
健
大
学
地
域
連
携
推
進
課

(
０
１
７

−

７
６
５

−

４
０
８
５

F
０
１
７

−

７
６
５

−

２
０
２
１

           

Hhttp://w
w

w
.auhw

.ac.jp/ 

　
　

  

Ｅkenkou@
auhw

.ac.jp

田
名
部
高
校 

授
業
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉６
月
８
日（
水
）
～
10
日（
金
）

午
前
９
時
35
分
～
午
後
０
時
25
分

※
２
校
時
～
４
校
時
の
授
業

pinformation
public

公 共 情 報
公共機関などからの情報をお伝
えします。催し物などは、イベ
ント情報に掲載しています。

公共機関などからの情報をお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

２０１６．６ ２０１６．６

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

information陸奥覧 健康 消費生活図書館国際交流 特集
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人権相談 
時 6 月 9 日（木）10:00 〜 問 大畑庁舎管理課
場 大畑庁舎３階旧監査室 ☎ 34-2111

家族間や近隣関係のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。

教育相談 
時  土・日・祝日を除く毎日 9:00 〜 16:00 問 相談専用電話
場 教育研修センター ☎ 22-0974

予約制です。中学生までの教育に関する相談を受けます。

消費生活相談 
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 むつ市消費生活センター
場 市役所本庁舎商工観光課内 ☎ 22-1353

消費者トラブルや悪質商法、多重債務の相談を受けます。

生活困窮者自立支援相談 
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 生活福祉課
場   市役所本庁舎生活福祉課 ☎ 22-1111内線2535

予約制です。借金など家計の悩みについての相談を受けます。

健康なんでも相談
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 健康推進課
場 市役所本庁舎健康推進課 ☎ 22-1111内線2574

保健師や栄養士が相談を受けます。

各 種 相 談 日 程
法律相談
時 6 月 24 日（金）12:30 〜 問 市民連携課
場 市役所本庁舎市民相談室 ☎ 22-1111内線2154
受付は 6 月 1 日（水）午前 8 時 30 分開始。1 人 30 分、定員 6 名（先着順）

法テラス法律相談 
時 6 月 8 日（水）12:30 〜 問 法テラス青森
場 市役所本庁舎市民相談室 ☎ 050-3383-5552

1 人 30 分、定員 6 名（先着順）

行政相談 
時 6 月 20 日（月）10:00 〜 15:00 問 市民連携課
場 市役所本庁舎市民相談室 ☎ 22-1111内線2154

行政が行う仕事についての各種相談を受けます。

行政相談 
時 6 月 10 日（金）9:00 〜 12:00 問 大畑庁舎管理課
場 大畑庁舎 2 階第 2 会議室 ☎ 34-2111

行政が行う仕事についての各種相談を受けます。

人権相談 
時 祝日を除く月・水・金曜日 10:00 〜 17:00 問 青森地方法務局むつ支局
場   下北合同庁舎 2 階相談室 ☎ 23-3202

家族間や近隣関係のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。

  時 日時　場 場所　問 問合先・申込先

〈
参
観
の
流
れ
〉

①
職
員
玄
関
か
ら
入
り
、
受
付
名
簿
に
氏

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
参
観
者
用
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
着
用
し
、
校
内

案
内
図
と
当
日
の
授
業
時
間
割
表
を
参

考
に
、自
由
に
授
業
を
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

※
校
舎
内
立
入
禁
止
区
域
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

青
森
県
立
田
名
部
高
等
学
校
教
務
部

(
22

−

１
１
８
４

空
き
店
舗
助
成
金
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　

  

１
事
業
者　

上
限
30
万
円

  

む
つ
商
工
会
議
所
で
は
、
旧
む
つ
市
内
に

あ
る
、
以
前
は
店
舗
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
建
物
で
、
主
要
道
路
に
面
し
た
１
階

部
分
を
再
び
店
舗
と
し
て
営
業
す
る
事
業

者
へ
空
き
店
舗
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

〈
申
込
対
象
者
〉

　

平
成
27
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

10
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
営
業
を
開
始
し

た
方
ま
た
は
開
業
予
定
の
方

〈
助
成
対
象
費
用
〉

　

店
舗
内
装
経
費
、
什
器
、
備
品
の
購

入
費
用
、
賃
貸
料

〈
助
成
期
間
〉

　

月
額
５
万
円
を
限
度
と
し
６
か
月
間

（
営
業
開
始
月
か
ら
助
成
開
始
）

〈
募
集
期
間
〉10
月
31
日（
月
）ま
で

問 

む
つ
商
工
会
議
所
地
域
振
興
課

(
22

−

２
２
８
２

む
つ
市
む
つ
食
生
活
改
善
推
進
員
会

　
　
　
　
　

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

〈
い
つ
〉６
月
25
日（
土
）

　
　
　

午
後
６
時
～
８
時

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館
調
理
室

〈
参
加
費
・
定
員
〉無
料
・
20
名

〈
申
込
締
切
〉６
月
15
日（
水
）

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚
を
用
意

く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
市
む
つ
食
生
活
改
善
推
進
員
会

東 

(
０
９
０

−

５
８
３
３

−

１
９
８
４

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校 

募
集

◆
第
二
種
電
気
工
事
士
実
技
講
習

〈
い
つ
〉

　

６
月
29
日（
水
）、
７
月
１
日（
金
）・
４

日（
月
）・
６
日（
水
）・
８
日（
金
）、
午
後

６
時
～
９
時

〈
ど
こ
で
〉県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

〈
対
象
〉在
職
者
で
受
験
予
定
の
方

〈
受
講
料
〉２
５
９
６
円

　

※
指
定
す
る
テ
キ
ス
ト
は
各
自
で
準
備

〈
定
員
〉10
名

〈
応
募
締
切
〉６
月
８
日（
水
）午
後
5
時

◆
小
型
車
両
系
建
設
機
械
特
別
教
育
講
習

〈
い
つ
〉

　

７
月
13
日（
水
）・
14
日（
木
）、
午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
30
時

〈
ど
こ
で
〉県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

〈
対
象
〉在
職
者
で
基
礎
知
識
を
習
得
し
た
い
方

〈
受
講
料
〉２
５
４
０
円

 

※
機
械
貸
借
料
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
送
料　

別
途

〈
定
員
〉20
名

〈
募
集
期
間
〉６
月
６
日（
月
） ～
22
日（
水
）

◆
離
職
者
等
再
就
職
訓
練「
経
理
Ｏ
Ａ
科
①
」

〈
い
つ
〉７
月
15
日（
金
） ～
10
月
14
日（
金
）

〈
ど
こ
で
〉市
内
民
間
訓
練
施
設（
予
定
）

〈
ど
ん
な
〉

　

パ
ソ
コ
ン
の
取
扱
い
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
、
経
理
業
務
、
財
務
諸
表
に
関

す
る
知
識
・
技
能
の
習
得

〈
対
象
〉

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
み
を

行
な
っ
て
い
る
方
。
離
職
者
等
で
職
業
に

必
要
な
技
能
お
よ
び
知
識
を
習
得
し
よ
う

と
す
る
方
。

〈
受
講
料
〉無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
（
３
万
５
０
０
０
円

程
度
）は
自
己
負
担

〈
定
員
〉15
名

〈
募
集
期
間
〉

　

６
月
１
日（
水
） ～
７
月
１
日（
金
）

問 

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

(
24

−

１
２
３
４

下
北
地
区
労
働
基
準
協
会

各
種
安
全
衛
生
講
習

◆
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

〈
い
つ
〉７
月
13
日（
水
） ～
15
日（
金
）　   

　

   　

午
前
９
時
～

〈
費
用
〉

　

2
万
６
４
８
５
円
～
2
万
９
７
２
５
円

　

講
話
、
グ
ル
ー
プ
懇
談
、
温
泉
入
浴
、
昼
食

〈
対
象
〉

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
家
庭
で
高
齢
者

等
を
介
護
し
て
い
る
方

〈
参
加
費
〉５
０
０
円（
昼
食
代
等
含
む
）

〈
申
込
締
切
〉７
月
８
日（
金
）

問 

む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会

( 

33

−

３
０
２
３

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
料
理
教
室

〈
い
つ
〉６
月
19
日（
日
）

　
　

   

午
前
10
時
～
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉

　

東
北
電
力(

株)

む
つ
営
業
所
別
館
２

階
調
理
室

〈
ど
ん
な
〉

　

お
料
理
の
テ
ー
マ
は「
下
北
食
材
を
使
っ

た
お
し
ゃ
れ
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
」で
す
。

〈
対
象
〉中
学
生
以
上
の
方

〈
費
用
・
定
員
〉無
料
・
20
名

※
ユ
ニ
セ
フ
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
講
師
〉管
理
栄
養
士　

野
呂
浩
子 

先
生 

〈
申
込
締
切
〉 

６
月
７
日（
火
）消
印
有
効

〈
申
込
方
法
〉

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

　
〒
０
３
９

−

４
２
２
３　

　
東
通
村
大
字
小
田
野
沢
字
見
知
川
山
１

−

８
０
９

 

☎
48

−

２
７
７
７

Ｅculture@
tonttu-village.jp

２０１６．６ ２０１６．６

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

◆
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

〈
い
つ
〉７
月
25
日（
月
）
～
29
日（
金
）　

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

〈
費
用
〉

　

１
万
４
５
８
０
円
～
３
万
４
０
２
０
円

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 （
一
社
）下
北
地
区
労
働
基
準
協
会

(
22

−

１
３
８
９

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
旅

〈
い
つ
〉

○
む
つ
・
大
畑
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

　

６
月
28
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

○
川
内
・
脇
野
沢
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

　

６
月
30
日（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

〈
ど
こ
へ
〉

平
内
い
き
い
き
健
康
館
で
入
浴
、昼
食
、

サ
ボ
テ
ン
公
園
見
学

〈
対
象
〉

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
１
人

暮
ら
し
の
方
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

に
属
す
る
方（
日
中
独
居
な
ど
）

〈
参
加
費
〉１
０
０
０
円（
昼
食
代
等
含
む
）

〈
申
込
締
切
〉６
月
17
日（
金
）

◆
元
気
家
族
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン

〈
い
つ
〉７
月
22
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

川
内
町
ス
パ
ウ
ッ
ド
観
光
ホ
テ
ル

〈
ど
ん
な
〉

information陸奥覧 健康 消費生活図書館国際交流 特集公共機関などからの情報をお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。



( 1 6 )( 1 7 )

2日 26日

25日～

19日

18日

〈
参
加
料
〉

　

ゲ
ー
ム
1
回
１
０
０
円
～

　

バ
ル
ー
ン
教
室
３
０
０
円

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館 

(
33

−

８
１
９
１

む
つ
来
さ
ま
い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

〈
い
つ
〉６
月
26
日（
日
） 

　
　

   

午
前
９
時
～
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
出
店
料
〉１
区
画
１
０
０
０
円

〈
出
店
申
込
〉６
月
１
日（
水
）
～

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館 

(
33

−

８
１
９
１

第
９
回 

青
森
県
民

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

　

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
祭
典
が
県
内
６
市
６

町
に
お
い
て
34
種
目
開
催
さ
れ
ま
す
。
む

つ
市
で
も
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
デ
ィ

ス
ク
ゴ
ル
フ
と
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
体
験
参
加
も
可
能
で
す
。

〈
い
つ
〉７
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
（
受
付
）

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉6
月
８
日（
水
）

※
詳
細
は
、
青
森
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 

青
森
県
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会

　
　
　
　
　
　
　

白
川
☎
22

−

６
９
１
２

第
三
部　

　

賛
助
出
演　

む
つ
男
声
合
唱
団「
響
」

　

特
別
出
演　

田
名
部
中
学
校
合
唱
部

第
四
部　

　
　

混
声
合
唱
の
た
め
の
メ
ド
レ
ー

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
物
語
」

〈
入
場
料
〉無
料

問 

む
つ
混
声
合
唱
団
ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
コ
ー

ラ
ス
事
務
局    

高
島 

☎
22

−

７
６
３
１

毎
年
恒
例

　
　

第
23
回
大
畑
海
峡
サ
ー
モ
ン
祭
り

　

毎
年
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
恒
例

の「
大
畑
海
峡
サ
ー
モ
ン
祭
り
」が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　〈
い
つ
〉６
月
19
日（
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉大
畑
漁
港
魚
市
場
内

〈
ど
ん
な
〉

・
た
も
す
く
い
、
一
本
釣
り
、
つ
か
み
ど
り

　
（
各
１
９
０
０
円
）

・
サ
ー
モ
ン
レ
ー
ス（
４
０
０
円
）

・
養
殖
体
験
航
海
（
小
学
生
以
下
１
０
０

　

円
、
中
学
生
以
上
２
０
０
円
）

・
大
畑
中
学
校
吹
奏
楽
部
＆
大
畑
ウ
イ
ン

　

ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会（
午
前
11
時

　

～
正
午
）

・
お
楽
し
み
抽
選
会
（
午
後
０
時
45
分
抽

　

選
券
配
布
、
午
後
1
時
抽
選
開
始
）

・
親
子
で
棒
パ
ン
作
り
体
験（
無
料
、
先
着

　

１
０
０
名
）

・
海
峡
サ
ー
モ
ン
即
売
会

・
そ
の
他
料
理
、
出
店
コ
ー
ナ
ー
あ
り

問 

大
畑
海
峡
サ
ー
モ
ン
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
（
大
畑
庁
舎
市
民
生
活
課
内
）

☎
34

−
２
１
１
１

む
つ
来
さ
ま
い
館

　
『
ね
じ
り
ん
ご
』バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
展　

　

青
森
を
風
船
で
元
気
に
し
よ
う
と
活
動

し
て
い
る「
ね
じ
り
ん
ご
」の
作
品
を
展
示
。

ゲ
ー
ム
や
バ
ル
ー
ン
教
室
な
ど
、
バ
ル
ー

ン
ワ
ー
ル
ド
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
下
さ
い
。

〈
い
つ
〉

　

６
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
3
時

〈
入
場
料
〉無
料

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

２０１６．６ ２０１６．６

12日

11日

e
information

event

イ ベ ント
情 報

3日～

ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
コ
ー
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　

第
47
回
定
期
演
奏
会

　

な
つ
か
し
い
唱
歌
や
男
声
合
唱
の
ほ

か
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
昭
和
20
年
代
の

ヒ
ッ
ト
歌
謡
曲
を
メ
ド
レ
ー
で
お
届
け
し

ま
す
。
む
つ
市
出
身
の
声
楽
家
「
立
原
ち

え
子
」氏
（
東
京
音
楽
大
学
准
教
授
）の
す

ば
ら
し
い
歌
声
も
お
聞
き
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉６
月
18
日（
土
）午
後
３
時
開
演

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
ど
ん
な
〉

第
一
部　

　

な
つ
か
し
い
日
本
の
歌
メ
ド
レ
ー
他

　

第
二
部　

　
　

若
き
テ
ノ
ー
ル
葛
西
健
治
入
魂
の
ス

　

テ
ー
ジ
・
立
原
ち
え
子
魅
惑
の
ス
テ
ー
ジ

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
下
北
写
真
展

　

下
北
在
住
の
写
真
愛
好
家
で
結
成
し
た

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
下
北
の
第
11
回
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
３
日（
金
） ～
６
日（
月
）

〈
ど
こ
で
〉む
つ
松
木
屋
２
階
催
事
場

問 

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
下
北 

☎
22

−

３
８
６
９

脇
野
沢
の「
う
ま
い
」が
勢
揃
い

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
き
の
さ
わ
朝
市

　

鯛
島
塾
む
ら
お
こ
し
会
議
で
は
、
地
域

の
活
性
化
を
目
的
に
、「
わ
き
の
さ
わ
朝

市
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
鮮
魚
や
と
れ

た
て
の
野
菜
、
い
の
ぶ
た
肉
な
ど
地
元
特

産
品
を
多
数
取
り
揃
え
、
み
な
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
11
日（
土
）午
前
９
時
～

〈
ど
こ
で
〉

　

脇
野
沢
村
漁
業
協
同
組
合
荷
捌
所

〈
今
後
の
開
催
予
定
〉

　

７
月
16
日（
土
）、
８
月
10
日（
水
）、

９
月
10
日（
土
）、
10
月
８
日（
土
）

問 

鯛
島
塾
む
ら
お
こ
し
会
議
事
務
局

（
脇
野
沢
庁
舎
管
理
課
内
）

☎
44

−

２
１
１
１

む
つ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

第
37
回
釜
臥
山
清
掃
登
山
開
催

〈
い
つ
〉６
月
12
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

〈
ど
こ
で
〉

　

釜
臥
山
ス
キ
ー
場
第
４
駐
車
場
集
合

〈
清
掃
コ
ー
ス
〉ス
キ
ー
場
周
辺
コ
ー
ス

〈
準
備
す
る
も
の
〉

　

昼
食
、
軍
手
、
雨
具
、
帽
子
等

 

・
傷
害
事
故
等
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

・
昼
食
時
に
豚
汁
を
ご
用
意
し
ま
す
。

・
小
雨
、
雨
天
時
中
止

問 

む
つ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

山
口

 

☎
０
９
０

−

3
1
2
4

−

９
８
６
８

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

６
月 

J
u
n
.

７
月 

J
u
l
.

information陸奥覧 健康 消費生活図書館国際交流 特集



( 1 8 )( 1 9 )

り
ん
ど
う
の
会

　
　
　
　
　
「
な
る
前
・
運
動
」講
習
会

 

「（
介
護
状
態
に
）な
っ
て
か
ら
よ
り
、
な

る
前
に
！
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
介
護
予
防
運

動
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

床
に
敷
い
た
ネ
ッ
ト
を
ま
た
い
で
歩
く

だ
け
の
簡
単
な
運
動
で
す
が
、
高
齢
者
の

歩
行
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下
防
止
と

改
善
に
効
果
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
無
理
な
く
で
き
る
運
動
で
す
の

で
、
ご
友
人
・
ご
近
所
等
、
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

第
２
・
４
土
曜 　
　

 

中
央
公
民
館

第
１
・
３
・
４
火
曜　

 

来
さ
ま
い
館

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

問 

り
ん
ど
う
の
会

（
む
つ
市
生
活
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会
） 

　
　
　
　
　
　

(
31

−

０
２
４
４（
F
兼
用
）

菊
池 

(
０
９
０

−

１
４
９
４

−

５
５
４
４

む
つ
市
子
育
て
メ
イ
ト
会

　
　
　
　

勇
気
づ
け
の
子
育
て
講
演
会

　

子
ど
も
を
叱
ら
な
い
で
育
て
ら
れ
た
ら

ど
ん
な
に
素
敵
で
し
ょ
う
。
褒
め
な
い
っ
て

ど
う
い
う
事
？
勇
気
づ
け
て
育
て
る
っ
て
ど

う
い
う
子
育
て
？
親
と
し
て
の
心
構
え
や
接

し
方
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
く

目
か
ら
う
ろ
こ
の
２
時
間
半
で
す
。
ぜ
ひ

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉６
月
26
日 （
日
）

　
　

   

午
前
９
時
30
分
～
正
午

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
講
師
〉 

　

日
本
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
会
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
る
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長  

高
柳
磁
治 

氏

〈
申
込
締
切
〉6
月
20
日（
月
）

〈
申
込
内
容
〉氏
名
、
電
話
番
号
お
よ
び

　

託
児
の
希
望
の
有
無

問 

む
つ
市
子
育
て
メ
イ
ト
会

加
藤
(
０
９
０

−

４
５
５
２

−

１
３
５
１

あ
た
ご
幼
稚
園

ス
マ
イ
ル
子
育
て
メ
イ
ト
募
集

〈
い
つ
〉

　

毎
月
偶
数
週
の
土
曜
日
の
う
ち
１
回

　

初
回
は
５
月
28
日
午
前
８
時
30
分
～

〈
ど
ん
な
〉

　

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び

を
通
し
て
子
育
て
を
楽
し
み
合
う
会
で

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

〈
対
象
〉満
３
歳
以
下
の
お
子
様

※
楽
し
い
幼
稚
園
行
事
へ
の
ご
招
待
も
あ
り         

　

ま
す
。

問 

あ
た
ご
幼
稚
園  
山
本
(
42

−

３
６
７
３

ピ
ン
ク
ロ
ー
タ
ス

ヨ
ガ
で
プ
チ
不
調
解
消
し
ま
し
ょ
う

　

体
が
硬
く
て
困
っ
て
い
る
方
、
ス
ッ
キ

リ
し
た
い
方
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

年
齢
に
関
わ
ら
ず
参
加
で
き
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
の
毎
週
木
曜
日

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
リ
ハ
ー
サ
ル
室

〈
ど
ん
な
〉

イ
ス
に
座
っ
て「
チ
ェ
ア
ヨ
ガ
」

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

マ
ッ
ト
に
座
っ
て「
初
心
者
ヨ
ガ
」

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

circle 団体・サークル情報information

２０１６．６

　

は
じ
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
あ
ら
か
じ
め

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
花
と
手
芸
は

材
料
費
が
必
要
で
す
。

老
人
憩
の
家「
禄
寿
荘
」（
新
町
）

☎
23

−

５
８
０
０

お
花
教
室

２
日（
木
）
・
16
日（
木
）

手
芸
教
室

7
日（
火
）
・
21
日（
火
）

踊
り
教
室

８
日（
水
）
・
22
日（
水
）

お
茶
教
室

９
日（
木
）
・
23
日（
木
）

習
字
教
室

10
日（
金
）

コ
ー
ラ
ス
教
室

13
日（
月
）
・
27
日（
月
）

ダ
ン
ス
教
室

８
日（
水
）
・
22
日（
水
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室

13
日（
月
）
・
27
日（
月
）

囲
碁
・
将
棋
教
室

7
日（
火
）
・
21
日（
火
）

着
付
教
室

1
日（
水
）
・
15
日（
水
）

ダ
ン
ス
教
室
は
午
後
１
時
～
３
時
、
カ
ラ

オ
ケ
・
囲
碁
・
将
棋
教
室
は
午
後
１
時
～
４

時
、
そ
の
他
の
教
室
は
午
前
10
時
～
正
午

老
人
憩
の
家「
福
寿
荘
」（
川
守
町
）

☎
29

−

１
８
０
０

詩
吟
教
室

7
日（
火
）
・
21
日（
火
）

日
舞
教
室

６
日（
月
）
・
20
日（
月
）

着
付
教
室

14
日（
火
）
・
28
日（
火
）

唱
歌
教
室

３
日（
金
）
・
17
日（
金
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室

９
日（
木
）
・
23
日（
木
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室
は
午
後
１
時
～
４
時
、
そ

の
他
の
教
室
は 

午
前
10
時
～
正
午

※
各
教
室
と
も
新
し
く
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。「
禄
寿
荘
」、「
福
寿
荘
」ま
た
は
各

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

む
つ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
生
き
が
い
サ
ー
ク
ル
」

６
月
の
日
程

〈
参
加
費
〉1
回
５
０
０
円

問 

ヨ
ガ 

ピ
ン
ク
ロ
ー
タ
ス  

佐
々
木
(
０
９
０

−

４
６
３
３

−

６
６
２
５

む
つ
市
岩
手
県
人
会
会
員
募
集

　

む
つ
市
に
お
住
ま
い
の
岩
手
県
出
身

者
、
そ
の
二
世
、
三
世
の
方
、
お
よ
び
岩

手
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。

　

郷
里
岩
手
旅
行
、岩
手
県
の
里
芋
で「
い

も
の
子
汁
会
」等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問 

む
つ
市
岩
手
県
人
会 

会
長 

高
瀬 

厚
太
郞

　
　
　
　

事
務
局 

馬
場
(
22

−

４
３
７
１

第
18
回
ま
さ
か
り
レ
ガ
ッ
タい

よ
い
よ
開
催

　

ボ
ー
ト
未
経
験
者
大
歓
迎
で
す
。
５
人

一
組
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
大
会
当
日
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
併
せ
て
募
集

し
ま
す
。

　

参
加
種
目
・
募
集
内
容
は
、
後
日
、
新

聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
・
ま
さ
か
り
レ
ガ
ッ

タ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉７
月
31
日（
日
）雨
天
決
行

〈
ど
こ
で
〉新
田
名
部
川
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
場

問 

む
つ
地
区
ボ
ー
ト
協
会

ま
さ
か
り
レ
ガ
ッ
タ
実
行
委
員
会

 

(
０
８
０

−

８
２
０
０

−

０
１
７
２

Ｅ

m
asakarijim

ukyoku@
yahoo.      

　

   co.jp

Hhttp://w
w

w
.geocities.co.jp/

axregatta/

問 むつ市消費生活センター（産業振興課内）
☎ 22-1353（直通）

〈土曜、日曜、祝日、お急ぎの場合などは〉
 全国共通消費者ホットライン　☎局番なし 188

消費生活センターだより

　

全
国
的
に
自
転
車
を
使
用
中
に
転
倒
し
、
重

傷
を
負
う
な
ど
の
事
案
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
頃
の
心
掛
け
で
自
転
車
に
よ
る
製
品
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
の
使
用
に
際
し
て
は
特
に
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
自
転
車
の
購
入
時
〉

　

自
転
車
を
選
ぶ
と
き
に
は
、
品
質
・
安
全

性
に
つ
い
て
の
安
全
基
準
を
ベ
ー
ス
と
し
た
認

証（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
、
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
、
Ｂ
Ａ
Ａ
・

Ｓ
Ｂ
Ａ
Ａ
マ
ー
ク
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
な
ど
）を
参

考
に
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
自
転
車
技
士
や
自

転
車
安
全
整
備
士
な
ど
に
相
談
す
る
な
ど
し

て
、
自
分
の
体
格
や
用
途
に
あ
っ
た
も
の
を
選

び
、
無
理
の
な
い
安
全
に
使
用
で
き
る
も
の
を

調
整
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

〈
自
転
車
を
使
用
す
る
前
〉

　

取
扱
説
明
書
を
必
ず
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
乗

車
す
る
前
に
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
適
正
で
あ

る
か
、
ブ
レ
ー
キ
は
正
常
か
、
チ
ェ
ー
ン
に
た

る
み
が
な
い
か
な
ど
に
つ
い
て
点
検
し
て
か
ら

乗
り
ま
し
ょ
う
。

〈
自
転
車
の
購
入
後
〉

　

定
期
的
に
販
売
店
等
に
よ
る
点
検
、
整
備
を

受
け
、
同
時
に
日
常
の
点
検
で
異
常
を
発
見
し

た
場
合
、
転
倒
し
た
り
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
た
場

合
な
ど
不
具
合
と
思
う
都
度
点
検
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

〈
注
意
〉

　

自
転
車
は
、軽
車
両（
車
と
同
じ
仲
間
）で
す
。

自
分
と
他
者
の
安
全
に
配
慮
し
て
、
道
路
交
通

法
に
の
っ
と
っ
た
自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
や
危

険
性
を
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
、
安
全
な
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

自転車による製品事故を防ごう！
Vol.46

春

夏

秋

冬

短　歌

ゆ
か
た
帯
祖
母
と
選
び
し
麻
の
葉
を
出
し
て
偲
べ
る
遠
き
夏
の
日

葛　

西　

秀　

子

修
学
旅
行
の
孫
の
土
産
の
小
庖
丁
烏
賊
刺
し
作
る
切
れ
味
も
よ
く

加　

藤　

く　

に

つ
や
や
か
な
色
の
き
ん
か
ん
ほ
お
ば
り
て
口
に
広
が
る
こ
の
さ
わ
や
か
さ

菊　

池　

圭　

子

余
生
こ
そ
わ
が
青
春
と
詠
み
し
人
花
を
活
け
つ
つ
そ
う
あ
り
た
き
と

齋　

藤　

ま
さ
ゑ

俳　句

し
ば
ら
く
は
四
方
山
話
日
永
か
な

篠　

塚　

マ　

サ

門
前
に
祖
父
の
植
ゑ
た
る
桜
咲
く

三　

国　

紀　

子

蕗
の
薹
拾
て
田
の
水
が
流
れ
お
り

大　

森　

順　

子

青
き
踏
む
土
に
元
気
を
い
た
だ
け
り

菖
蒲
川　

タ
カ
エ

花
便
り
聴
き
て
故
郷
懐
か
し
む

杉　

山　

畝　

女

門
灯
に
翅
を
や
す
め
て
昼
の
蝶

山　

田　

冨　

江

海
底
を
抜
け
る
蝦
夷
地
の
山
笑
ふ

井
手
上　

省　

子

新
幹
線
我
が
故
郷
は
春
日
影

菊　

池　

美　

枝

春
の
闇
ピ
ア
ス
の
や
う
な
獣
の
目

中　

西　

か
つ
よ

春
の
闇
淑
女
微
か
な
香
を
遺
し

山　

崎　

美
津
江

川　柳

七
月
に
サ
ン
グ
ラ
ス
か
け
騙
さ
れ
る

石　

倉　

岳　

人

胸
に
棲
む
小
鬼
な
だ
め
る
温
湿
布

出　

崎　

陽　

子

ク
レ
ヨ
ン
が
お
散
歩
し
て
る
春
の
午
後

漆　

舘　

灯　

火

痛
い
と
こ
突
い
て
突
か
れ
て
う
ま
が
合
う

高　

橋　
　
　

樟

3 月の値 前年同月 （前年同月比）
総排出量 2,388 t 2,277 t （＋ 111t）
資源回収量 186 t 189 t （－ 3t）
資源回収割合 7.8 % 8.3 % （－ 0.5 ポイント）

市民 1 人 1 日
の排出量

1,280 g 1,205 g （＋ 75g）

むつ市月間
ごみ総排出量 平成 28 年 3 月分　市環境政策課調べ

目指せ ごみ減量　資源回収にご協力を！

【参考】Ｈ 26 　1 人 1 日あたりの排出量
　　　　　　　　全国 平均 947g/ 日　青森県平均 1,046g/ 日

7月号は 6月24日（金）発行

広報
むつ

２０１６．６
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  Do you like wine? What about beer? 

What about sake? Every year I host 

three, alcohol related events for the 

Japanese and foreign residents of 

Shimokita. April is wine tasting, June 

is beer tasting, and October is sake 

tasting. I always enjoying sharing my 

love of foreign wines and beers with 

local Japanese friends, and sharing my 

love of sake with foreigners.

　国際ワインテイスティングイベント

は私がむつ市に来る前からあって、来

年の 4 月で 20 回目を迎える予定です。

私の前々任者のデビットさんがソムリ

エの資格を持っていて、彼が始めた頃

は「国際ワインセミナー」という名のイ

ベントでワインの飲み方や料理との相

性などについて彼が丁寧に説明してい

たと聞いています。しかし、私がむつ

市に来たときはまだ 20 歳、アメリカ

ではまだ未成年ということもあり、ワ

インの説明がとてもできなかったの

で、ワインセミナーから Blind Wine 

Tasting という名のイベントに変え、

ワインの名前を見ないでワインの説明

を読んで、味見して、香りや色を見て、

どのワインがどれなのかを推理するイ

ベントにしました。白ワイン、赤ワイ

ン、スパークリングワインを合わせて

１０種類用意しましたが、今年はレベ

ルが高くて 10 問中 6 問正解の 3 人が

優勝ということになりました。その他

にも国際ワインと日本ワイン、ALT ミ

ランダさんのおすすめのアメリカワイ

ン、そして手作りのサングリア 2 種類

を用意しました。サングリアとはスペ

インの定番のお酒でワインにジュース

を少し混ぜて、小さく切ったフルーツ

を入れて、氷も入れてさっぱりして飲

めるワインです。

　ワインテイスティングで「日本人で

ワインを飲む人は限られているから日

本人の大好きなビールでイベントやれ

ば、もっと参加者が増えますよ」とい

う意見、そして ALT からよく聞く「日

本のビールは全部同じような味なの

で、少し飽きる。海外の独特なビール

が飲みたい」という意見から「国際ビー

ルテイスティング」イベントが 7 年前

に誕生しました。海外の多くのビール、

最近はむつ市のスーパーやネットでも

買えますが、1 本 500 円とかなかなか

手が出ない値段ですよね。国際ビール

テイスティングでは 2000 円の参加費

で、12 種類の世界ビールが味わえます。

独特な外国ビールが苦手な人もいるの

で、日本のビールや日本の珍しい地

ビールも用意しています。外国人も日

本人と同じくビール好きな人が多いの

で、このイベントは３つの中で一番人

気があって、毎年たくさんの日本人と

外国人が一緒に楽しく飲んでいます。

ビール好きな方は是非気軽にご参加く

ださい。

　そして 10 月には日本酒大好きな私

がずっとやりたかった「日本のお酒テ

イスティング」イベントを開催します。

最初は日本酒だけでやろうと思ってい

ましたが、たくさんの提案をもらい、

日本酒と焼酎はもちろん、スパークリ

ング日本酒や梅酒、ゆず酒などの果実

酒も用意し、外国人に日本のお酒の美

味しさや飲み方を知ってもらい、母国

にいる友達や帰国する際のおみやげと

して買ってもらえればいいな〜と思っ

ています。日本人でも日本酒を飲む人

が減っているのはすごく残念だと思い

ます。日本のお酒の美味しさを感じな

がら、外国人と楽しく交流する場とし

てこのイベントを開催しているので、

ぜひ外国人と交流したい人、お酒の力

を借りながらでも交流できたらと思い

ます。単純に飲みたい人の参加もちろ

ん歓迎します！

国際交流推進員 
山道エイミー

Wine, Beer, Sake Tasting

『
華
麗
な
る
探
偵
ア
リ
ス
&
ペ
ン
ギ
ン
6
！  
ペ
ン
ギ
ン
・
パ
ニ
ッ
ク
！
』

南
房 

秀
久
／
著
，
あ
る
や
／
イ
ラ
ス
ト（
小
学
館
）

『
ヒ
ー
ロ
ー
！ 

』

白
岩　

玄
／
著 （
河
出
書
房
新
社
）

『
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
に
挑
戦
！
』

谷
口 

忠
大
／
マ
ン
ガ
原
案
・
監
修
，
沢
音 

千
尋
／
マ
ン
ガ
，
粕
谷 

亮
美
／
文（
さ
・
え
・
ら
書
房
）

「
人
を
通
し
て
本
を
知
る
・
本
を
通
し
て
人
を

知
る
」書
評
ゲ
ー
ム
、ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
魅
力
、

学
校
で
の
効
果
的
な
実
践
方
法
を
マ
ン
ガ
で
紹

介
し
ま
す
。

学
校
の
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
、
大
仏
の
マ
ス

ク
を
か
ぶ
り
、
休
み
時
間
ご
と
に
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
シ
ョ
ー
を
す
る
新
島
英
雄
と
そ
の
演
出
担

当
の
佐
古
鈴
。
ア
イ
デ
ア
は
成
功
す
る
か
に
見

え
た
が
…
。

「
ペ
ン
ギ
ン
探
偵
社
」の
ボ
ス
か
ら
の
指
令
、
そ
れ

は
11
羽
の
見
習
い
探
偵
コ
ガ
タ
ペ
ン
ギ
ン
“
フ
ェ
ア

リ
ー
ズ
”
を
預
か
り
、研
修
す
る
こ
と
。
元
気
な
フ
ェ

ア
リ
ー
ズ
を
相
手
に
、
ア
リ
ス
と
し
し
ょ
ー
は
て
ん

て
こ
ま
い
。そ
ん
な
な
か
、ペ
ン
ギ
ン
強
盗
が
現
れ
…
。

このほかの新着図書は、『図

書館新着だより』（毎月上

旬発行・館内にて配布）を

ご覧ください。『図書館新

着だより』は、市ホームペー

ジからもご覧いただけま

す。

【駐車場のご案内】
土・日・祝祭日は、隣接す

る（株）青工様、下北建設業

協会様のご厚意で両社の

駐車場が利用できます。

問市立図書館(28-3500

H  http://www.city.mutsu.lg.jp

◆
映
画
監
督
川
島
雄
三
作
品
上
映
会

　

図
書
館
で
は
、
毎
年
、
む
つ
市
出
身

の
映
画
監
督
川
島
雄
三
氏
の
命
日
で
あ

る
６
月
11
日
（
雄
三
忌
）に
合
わ
せ
て
、

上
映
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

館
内
の
『
川
島
雄
三
記
念
室
』と
合
わ

せ
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉6
月
11
日（
土
）午
後
2
時
～

〈
ど
ん
な
〉『
と
ん
か
つ
大
将
』

◆
蔵
書
点
検
特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ

～
ゆ
っ
く
り
読
書
は
い
か
が
で
す
か
？
～

　

図
書
館
本
館
は
、
６
月
13
日
（
月
）か

ら
20
日（
月
）ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館

と
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
特
別
貸
出
を
実
施
し

ま
す
。
貸
出
冊
数
を
増
や
し
貸
出
期
間
を

延
長
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
利
用

２０１６．６ ２０１６．６

6 月 13 日（月）～ 20 日（月）
は所蔵点検のため休館です

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
実
施
期
間
〉　

５
月
30
日（
月
）
～
６
月
12
日（
日
）

〈
実
施
場
所
〉図
書
館
本
館

〈
貸
出
冊
数
〉　

・
図
書･･･

１
人
10
冊
ま
で

・
雑
誌･･･

１
人
６
冊
ま
で

・
ビ
デ
オ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
、Ｃ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ･･･

１
人
４
点
ま
で

（
通
常
時
は
図
書
５
冊
、
雑
誌
３
冊
、
ビ

デ
オ
等
２
点
ま
で
）

〈
貸
出
期
間
〉24
日
間

（
通
常
は
図
書
・
雑
誌
１
５
日
間
、
ビ
デ

オ
等
８
日
間
）

◆
日
曜
シ
ネ
マ 

〈
い
つ
〉

6
月
12
日（
日
）午
後
2
時
～
（
日
本
語
字
幕
版
）

6
月
26
日（
日
）午
後
2
時
～
（
日
本
語
吹
替
版
）

〈
ど
ん
な
〉

 『
オ
ブ
リ
ビ
オ
ン
』

（
２
０
１
３
年
・
米
・
ジ
ョ
セ
フ
・
コ
シ
ン
ス
キ
ー
監
督
）

◆
修
理
講
習
会  

申
込
み
不
要
・
無
料

〈
い
つ
〉6
月
30
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～

〈
ど
ん
な
〉本
の
修
理
方
法

※
開
始
時
間
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ツ
国
際
交
流

エ
イ
ミ
ー
と
気
軽
に
何
で
も
ト
ー
キ
ン
グ

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

○
６
月
16
日（
木
）・
市
役
所
本
庁
舎（
第
３
会
議
室
）

○
６
月
21
日（
火
）・
中
央
公
民
館

○
６
月
29
日（
木
）・
図
書
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

ア
メ
リ
カ
ン･

ク
ッ
キ
ン
グ

　

私
と
一
緒
に
地
元
ア
メ
リ
カ
の
料
理
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？　

む
つ
市
で
手
に
入
る
材
料
を

使
っ
て
、
本
格
的
な
ア
メ
リ
カ
家
庭
料
理
を
作

り
ま
す
。 

〈
い
つ
〉

６
月
７
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉 

中
央
公
民
館
・
調
理
室

〈
参
加
費
〉７
０
０
円

〈
メ
ニ
ュ
ー
〉

手
作
り
ピ
タ
パ
ン
、
簡
単
ア
メ
リ
カ
風
ギ
ロ
ス
、

さ
つ
ま
い
も
フ
ラ
イ

〈
申
込
締
切
・
定
員
〉６
月
５
日（
金
）・
20
名

第
7
回
国
際
ビ
ー
ル
・
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

〈
い
つ
〉

６
月
25
日（
土
）午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉 

ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ

〈
参
加
費
〉２
０
０
０
円

※
締
め
切
り
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
締
切
後
の
キ
ャ

ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
参
加
費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

〈
申
込
締
切
・
定
員
〉６
月
17
日（
金
）・
40
名

問 

企
画
調
整
課
国
際
交
流
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
１
２
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　私たちは「食改 ( しょっかい )」または「ヘルスメイト」と呼ば
れ、子どもから高齢者まで健康的な食生活を実践するため
に、バランスのとれた食事の普及、地産地消、郷土料理の
継承を通じて健康づくりの輪を地域全体に広げていく活動を
しています。

バランスのとれた食事のために
□主食、主菜、副菜を揃えるようにする。
　特に副菜は毎食１～２品を心がける。
□色々な調理方法を組み合わせる。

揚げる、炒める、焼く、煮る、茹でる、和える、蒸す、
生食などがある。

□彩りが良くなるように意識する。
　赤・黄・緑・黒・白・橙・紫などを使う。

◆簡単！オススメ！減塩料理がついたレシピ集を作成
　主食、主菜、副菜、汁物、手作りおやつのジャンルにわ
かれたレシピを 56 品掲載してい
ます。普段の食事に取り入れて
みてはいかがでしょうか。
　健康推進課、各庁舎市民生活
課で配布しています。（限定 200
部）

問 健康推進課予防担当　☎ 22-1111 内線 2584

6 月の献血受付日程

2 日（木）むつ高等技術専門校
ケーズデンキむつ店

10：45 〜 12：00
13：30 〜 16：30

3 日（金）ファミリーパークたけお 13：30 〜 16：00

15 日（水）かぎもとタクシー
（信用金庫の日）

10：45 〜 12：00
13：30 〜 16：00

18 日（土）サンデーむつ中央店 10：45 〜 12：00
13：30 〜 16：00

19 日（日）海峡サーモンまつり
（大畑漁港） 8：30 〜 13：30

健康マイレージ 100 ポイント

食生活改善推進員の紹介
健康づくりをすすめる一員です！ すこやかサポート事業所認定制度

　市では、健康づくりに関心が高く、積極的に健康づくりに
取り組んでいる事業所を募集し、一定の基準を満たしている
場合には「むつ市すこやかサポート事業所」に認定し、従業
員の健康を守る事業所を応援しています。
  認定されると、認定証・ステッカーの交付、事業所名およ
び取組みについて紹介します。昨年度は 6 事業所が認定を
受け、積極的に市の保健事業に参加するなど、健康づくり
に取り組んでいます。また、( 株 ) 青森銀行との協定により、
事業者や従業員向けのあおぎん健康増進サポート企画を利
用することができます。平成 28 年度からは、事業活性化資
金信用保証料を上乗せ補給する制度も加えました。詳細は、
市ホームページでご確認いただくか、健康推進課にお問い
合わせください。多くの事業所のご応募をお待ちしています。

　　   問 健康推進課予防担当　☎ 22-1111 内線 2575

２０１６．６

6 月の在宅当番医

問 病院案内（下北消防本部）☎ 23-3999

〈時間〉 午後 7 時～ 10 時
※変更となる場合がありますので予めご確認ください

5 日（日） 中 央 内 科 ク リ ニ ッ ク ☎ 28-4550

12 日（日） 村 中 内 科・ 心 療 内 科 医 院 ☎ 23-0120

19 日（日） ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック ☎ 23-0033

26 日（日） ちば小児科アレルギー科クリニック ☎ 33-8001

　普段から食に関心をもち、家庭でも話題にしてみませんか。
早寝、早起き、朝ご飯！3 度の食事から健康づくりをはじめ
ましょう！
　第２次むつ市食育推進計画スローガン

～笑顔で広がるおいしいご飯、笑って食べて心も体も健康に～

問 健康推進課予防担当　☎ 22-1111 内線 2584

6 月・11 月は食育月間
毎月１９日は食育の日

市内各地の話題をお届けします！

あっと

　2016 年のむつ☆健康マイレージがスタートし、 「春
のプチウォーキング」が開催されました。心地よいそ
よ風の中、１５８名のみなさんがしもきた克雪ドーム
周辺約２．５㎞を健康的にウォーキングしました。
　コース途中ではむつ市にまつわるクイズに挑戦！

「春と言えば桜。早掛沼公園にある珍しい桜、御衣黄
（ぎょいこう）の花の色は？」　みなさんわかりますか？

　心も体も元気になって、皆さんとっても素敵な笑顔
でした！

むつ☆健康マイレージスタート
春のプチウォーキング

4 月 23 日（土）
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　田名部中学校では、4 月 14 日から熊本県を中心に九州地
方で発生している地震災害の被災者に向けて、生徒会とボ
ランティア委員会が中心となって義援金を募りました。
　この日は、生徒会長の由川敬裕さん（左）、ボランティア
委員会委員長の真下紳之介さん（中）から宮下市長へ義援金
が渡されました。義援金は、市を通じて日本赤十字社から
被災者へ届けられます。
　熊本地震の被災者に対する募金活動は、その他の各学校
や桜まつり会場などでも行われました。

全校で熊本を応援しよう
田名部中学校で募金活動

4 月 26 日（火）　
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　東京都江東区亀戸の「香取勝運商店街」において、5
年目・通算 6 回目となる「むつ市のうまいは日本一！ in
亀戸“むつとの遭遇”」を開催しました。
　当日は晴天に恵まれ、むつ市のふるさと名物「イカ」
を中心とした特産品販売のほか、ふるさと納税や観光
のＰＲなども行いました。
　また、本年度田名部まつりの当番山である柳町共進
組による、まつり囃子や舞なども披露され、「数十年
ぶりにむつ市の雰囲気に触れた。」など、訪れた方々は
思い思いにむつ市の味や音を楽しんでいました。

　市では、( 株 ) 青森銀行、( 株 ) みちのく銀行、青い
森信用金庫、青森県信用組合との間で、「地方創生に
係る包括連携協力に関する協定」を結びました。この
日は各金融機関のトップと宮下市長がそろって締結式
に臨みました。
　この協定は、地方創生の各分野で協力し、包括的な
連携の下に、地域活力の増進と地域経済の発展を目
的としたものです。
　第一の取組みとして、人材交流事業が４月１日から
スタートしています。

4 金融機関と協定締結
地方創生に係る包括連携協力に関する協定締結

東京にも田名部まつりの響き
むつ市のうまいは日本一！ in 亀戸   ”むつとの遭遇”

災害時の強い見方
平成 28 年度むつ市消防団定期観閲式

5 月 8 日（日）　

5 月 1日（日）

4 月 11日（月）

２０１６．６ ２０１６．６

　しもきた克雪ドーム周辺を会場に、平成 28 年
度むつ市消防団定期観閲式が行われ、消防団員の
みなさんが指揮者の合図のもと洗練された動作で、
分列行進や一斉放水、ポンプ車操法など、日頃の
訓練の成果を披露しました。
　また、ドーム内ではまとい振り、はしご乗りな
どの鍛錬された演技に加え、大畑中央保育園幼年
消防クラブ、白百合保育園幼年消防クラブのみな
さんによるアトラクションも披露されました。
　消防団員のみなさんの勇姿、とても頼もしかっ
たです。早朝から大変お疲れ様でした。

市内各地の話題をお届けします！

あっと

　毎年憲法記念日に市内をタスキでつなぐ憲法駅伝が行わ
れ、総勢 36 チームが参加しました。
　一般・高校男子の部では、田名部高校ＯＢクラブが 7 連
覇を狙う海上自衛隊Ａチームを抑えて初優勝を飾り、田名
部高校の創立 100 周年に花を添えました。
　また、中学男子・女子の部では、田名部中学校がアベッ
ク優勝を飾りました。特に女子の部では、総合タイムで大
会新記録、2 区 で中

な か み

美陽
ひ よ り

和さん、5 区で濱田李佳子さんが
区間新記録を樹立しました。
　競技結果の詳細は、むつ陸上競技協会ホー
ムページでご確認ください。

　むつ市芦崎湾潮干狩実行委員会が主催する芦崎湾の
潮干狩りが今年も行われ、市内外から約 3000 名が訪
れました。
　参加した方からは「今年はあまり潮が引かない」との
声もありましたが、暖かい日差しの中、家族連れで下
北の春の風物詩を楽しんでいました。
　むつ市 facebook では、潮干狩りの模
様をタイムラプス動画でお届けしていま
す。

芦崎湾に春を告げる
芦崎湾の潮干狩り

田名部中学校男女優勝
第 69 回憲法記念 下北駅伝競走大会

5 月 3 日（火）　

4 月 23 日（土）　

　海の子保育園の園児が、近くの津軽海峡に注ぐ出戸
川に、サケの稚魚５万匹を放流しました。
　この行事は、保育園のある地区の関根浜漁協が、豊
かな自然が育む魚を身近に感じてもらおうとはじめた
もので、数十年来続けられている取組みです。
　 園児たちは、関根浜漁協成田組合長の「サケの稚魚
は 3 万キロの大海原を旅して、またこの川に戻ってき
ます」との話を聞き、「頑張って〜」とバケツから５㎝程
の稚魚を優しく川に放していました。

大きくなって戻ってきて～
海の子保育園の園児がサケの稚魚を放流

4 月 25 日（月）　

information陸奥覧 健康 消費生活図書館国際交流 特集
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今
月
の
こ
の
人
む
っ
ち
ゅ
星
は
、
大
畑
漁
港
沖
の

津
軽
海
峡
で「
海
峡
サ
ー
モ
ン
」の
生
産
を
行
な
っ
て

い
る
北
彩
漁
業
生
産
組
合
の
組
合
長
濵
田
勇
一
郎
さ

ん
で
す
。

　

海
峡
サ
ー
モ
ン
は
、
淡
水
魚
の
ニ
ジ
マ
ス
を
津
軽

海
峡
で
養
殖
し
た
も
の
で
、
荒
波
に
も
ま
れ
引
き
締

ま
っ
た
身
は
脂
が
乗
っ
て
美
味
な
の
が
特
徴
。
す
で

に
多
く
の
方
が
食
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

濵
田
さ
ん
が
海
峡
サ
ー
モ
ン
の
養
殖
を
始
め
て

す
で
に
25
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

販
売
不
振
や
爆
弾
低
気
圧
に
よ
る
被
害
、
ト
ド
に

よ
る
被
害
な
ど
が
あ
り
、
2
度
の
全
滅
と
い
う
苦

し
い
時
期
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
6
年
に
は
、
海
峡
サ
ー
モ
ン
を
「
ま
ず
は
地

元
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お
う
。
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
。」と
の
思
い
か
ら
、
今
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
な
じ
み
と
な
っ
た「
大
畑
海
峡
サ
ー
モ
ン
祭
り
」を

始
め
ま
し
た
。
今
は
多
く
の
方
が
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
が
、
当
初
は
サ
ー
モ
ン
の
一
本
釣
り
大
会
な
ど

を
行
う
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
今
年
は
6
月
19

日（
日
）に
開
催（
詳
細
は
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
参
照
）

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
月
中
旬
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
の
午
前
中
に
は
、
大
畑
漁
港
内
の
北
彩

漁
業
生
産
組
合
で
即
売
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

む
つ
市
の
う
ま
い
の
代
表
格
の
一
つ
の
海
峡
サ
ー

モ
ン
で
す
が
、
毎
年
早
々
に
完
売
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！
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　連載

大人の部活

隔月連載

下北ＴＡＢＩあしすと vol.2

　
　
ぐ
る
り
ん
し
も
き
た

　
　
　
　
　
　
観
光
ル
ー
ト
バ
ス

　

下
北
半
島
に
は
恐
山
、
大
間
マ
グ
ロ
、
仏
ヶ
浦
、
尻

屋
崎
と
寒
立
馬
、
下
風
呂
温
泉
、
横
浜
町
の
菜
の
花
と
、

魅
力
的
な
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
自
慢

で
き
る
も
の
ば
か
り
で
多
く
の
方
々
に
下
北
の
す
ば
ら

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ら
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
ツ
ア
ー

が
「
ぐ
る
り
ん
し
も
き
た
観
光
ル
ー
ト
バ
ス
」で
す
。
平

成
21
年
に
運
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
８
年
目
を
迎
え
た

今
年
度
か
ら
は
昼
食
代
や
観
光
遊
覧
船
な
ど
も
セ
ッ
ト

に
し
て
旅
行
商
品
と
販
売
し
て
い
ま
す
。
車
内
に
は
ガ

イ
ド
が
乗
車
し
、
地
元
情
報
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
各
地

域
を
紹
介
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
大
湊
駅
前
を
出
発
し
、
宿
泊
施
設
を
経

由
し
て
、
最
初
の
見
学
ポ
イ
ン
ト
大
間
崎
へ
向
か
い
ま

す
。
20
㎞
ほ
ど
先
に
は
北
海
道
が
見
え
、
本
州
最
北

端
の
地
の
碑
と
マ
グ
ロ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前
は
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
。
そ
こ
か
ら
佐
井
村
へ
移
動
し
、
観
光
遊
覧
船

で
仏
ヶ
浦
を
見
学
。
奇
岩
が
立
ち
並
ぶ
絶
景
を
紺
碧
色

の
海
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
車
内
で
食
事
を

楽
し
み
な
が
ら
、
次
の
目
的
地
日
本
三
大
霊
場
の
一
つ

恐
山
へ
。
そ
の
後
、
菜
の
花
の
時
期
は
横
浜
町
へ
、
夏

か
ら
秋
は
尻
屋
崎
に
行
く
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

1
日
か
け
て
下
北
を
満
喫
で
き
ま
す
の
で
、
地
元
の

魅
力
を
再
確
認
す
る
た
め
に
乗
車
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
？

（
申
込
人
数
が
少
な
い
場
合
は
、
タ
ク
シ
ー
で
の
催
行
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

問 

一
般
社
団
法
人
し
も
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
あ
し
す
と
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こ
の
人 

 
む
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ゅ
星
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業
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組
合
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一
郎 

さ
ん


